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九
電
力
体
制
の
五
十
年

一

は

じ

め

に

二
〇
〇
一
年
五
月

一
日
､
電
気
事
業
再
編
成
に
よ
っ
て
い
っ
せ
い
に
誕

生
し
た
北
海
道
電
力

･
東
北
電
力

･
東
京
電
力

.
中
部
電
力

･
北
陸
電

力

･
関
西
電
力

･
中
国
電
力

･
四
国
電
力

･
九
州
電
力
の
九
電
力
会
社
は
'

そ
ろ
っ
て
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
｡
そ
の
前
年
の
二
〇
〇
〇
年
三
月
に

は
電
力
小
売
の
部
分
自
由
化
が
始
ま
る
な
ど
､
お
-
か
ら
日
本
の
電
力
業

界
に
は
自
由
化
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
お
り
'
右
記
の
九
社
が
支
え
て
き
た

(1
)

い
わ
ゆ
る

｢九
電
力
体
制
｣
の
是
非
が
根
本
か
ら
問
い
直
さ
れ
る
中
で
の
'

半
世
紀
の
記
念
日
で
あ
っ
た
｡
本
稿
の
課
題
は
､
経
営
史
の
立
場
か
ら
九

(2
)

電
力
体
制
の
五
十
年
を
評
価
し
'
そ
の
未
来
を
展
望
す
る
こ
と
に
あ
る
｡

一
九
五
〇
-
五

一
年
の
電
気
事
業
再
編
成
は
'
電
力
業
の
行
政
機
構
と

橘
.

川

武

郎

(3
)

産
業
組
織
の
両
面
に
わ
た
る

一
大
変
革
で
あ
っ
た
が
､
こ
こ
で
後
者
の
側

面
に
注
目
す
る
と
､
再
編
成
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
九
電
力
体
制
の
特

徴
は
'
0
民
営
'

◎
発
送
配
電

一.貫
経
営
､
㊤
地
域
別
九
分
割
､
㊥
独
占
t

の
四
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
電
気
事
業
再
編
成
を
そ
の
直
前
の
電

力
国
家
管
理

(
l
九
111九
-
五

1
年
)
と
関
連
づ
け
れ
ば
､
こ
れ
ら
四
点

の
う
ち

0
と

㊤
は
不
連
続
､一㊤
は
部
分
的
連
続
､
㊥
は
連
続
と
い
う
こ
と

(4
)

に
な
る
｡
し
た
が
っ
て
､
電
気
事
業
再
編
成
固
有
の
意
義
は

0
と

◎
を
実

現
し
た
点
､
お
よ
び
◎
を
徹
底
し
た
点
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
､
こ
れ

に
対
し
て
再
編
成
か
ら
五
十
年
を
経
た
今
日
､
電
力
自
由
化
問
題
と
し
て
'

(5
)

主
と
し
て
㊥
の
む
た
ら
す
デ
メ
リ
ッ
ト
が
議
論
の
盤
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
o

㊥

(独
占
)
の
も
た
ら
す
デ
メ
リ
ッ
ト
と
は
'
具
体
的
に
は
'
競
争
の

欠
如
に
よ
る
料
金
水
準
の
高
さ
の
こ
と
で
あ
る
が
､
九
電
力
体
制
に
お
い
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(6
)

て
は
総
括
原
価
主
義
に
も
と
づ
-
料
金
認
可
制
が
採
用
さ
れ
､
こ
の
よ
う

な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
顕
在
化
す
る
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

(7
)

論

た
｡
そ
し
て
､
現
実
に
'
料
金
認
可
制
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
､
あ
る
時
期

ま
で
有
効
に
作
用
し
て
い
た
｡
そ
こ
で
は
､
九
電
力
体
制
の
0
(民
営
)

や

0
(発
送
配
電

1
貫
経
営
)
や
㊤

(地
域
別
九
分
割
)
の
特
徴
が
メ
リ

ッ
ト
を
発
揮
し
､
そ
の
こ
と
が
料
金
認
可
制
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
に
有
効
性

を
も
た
せ
､
㊥
が
可
能
性
と
し
て
内
包
す
る
高
い
料
金
水
準
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
を
封
殺
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
､

料
金
認
可
制
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
'
あ
る
時
期
か
ら
有
効
に
作
用
し
な
-

(
8)

な
っ
た

｡

〇
･
㊤
･
㊤
の
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
㊥
の
デ
メ
リ
■ツ
ト
の
封
殺
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
､
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
､
電
力
自
由
化

問
題
と
し
て
'
㊥
の
も
た
ら
す
デ
メ
リ
ッ
ト
が
議
論
の
狙
上
に
の
ぼ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
事
情
を
ふ
ま
え
れ
ば
'
九
電
力
体
制
に
対
し
て
正
確
な
史

的
評
価
を
与
え
る
た
め
に
は
､
独
占

(㊨
)
が
潜
在
的
に
内
包
す
る
デ
メ

リ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
に
顕
在
化
し
た
か
､
あ
る
い
は
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
､
㊥
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
封
殺
す
る
可
能
性
を
も
.つ
属
官

(0
)'
発
送

配
電

三
見
経
営

(㊤
)'
地
域
別
九
分
割

(㊤
)
の
メ
リ
ッ
ト
が
い
か
に

推
移
し
た
か
t
に
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
｡
本
稿
で
は
､

〇
･

㊤
･

㊤の
メ
リ
ッ
ト
が
㊥
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
制
御
す
る
こ
と
を

｢電
気
事

(9
)

業
経
営
の
自
律
性
｣
と
呼
び
､
そ
の
自
律
性
の
変
遷
に
も
と
づ
い
て
時
期

区
分
を
行

っ
た
う
え
で
､
具
体
的
な
分
析
を
進
め
る
｡

時
期
を
区
分
す
る
際
に
画
期
と
す
る
の
は
､

一
九
七
三
-
七
四
年
に
発

生
し
た
第

一
次
石
油
危
機
と
､
九
五
年
に
施
行
さ
れ
た
電
気
事
業
法
の
全

面
改
正
と
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
二
つ
の
出
来
事
を
転
換
点
に
し
て
､
九
電
力

体
制
の
五
十
年
は
'
電
気
事
業
経
営
の
自
律
性
が
発
揮
さ
れ
た
五

一
-
七

三
年
､
自
律
性
が
後
退
し
た
七
四
-
九
四
年
､
自
律
性
の
再
構
築
が
め
ざ

さ
れ
た

(そ
し
て
'
現
在
も
め
ざ
さ
れ
て
い
る
)
九
五
年
以
降
t
の
三
つ

の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
｡

二

自
律
性
の
発
揮
-

一
九
五

1
-
七
三
年
-

本
章
で
は
'
九
電
力
体
制
が
発
足
し
た

一
九
五

一
年
か
ら
'
第

一
次
石

油
危
機
が
発
生
し
た
七
三
年
ま
で
の
時
期
に
光
を
当
て
る
｡

表
1
は
'
九
電
力
会
社
お
よ
び
沖
縄
電
力
に
よ
る
電
気
料
金
の
改
定
を

一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
.
こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
電
気
事
業
再
編

成
に
よ
っ
て
九
電
力
体
制
が
発
足
し
た

一
九
五

一
年
か
ら
第

一
次
石
油
危

機
が
発
生
し
た
七
三
年
ま
で
の
時
期
に
は
､
総
括
原
価
主
義
に
も
と
づ
き
､

五

一
㌧
五
二
'
五
四
年
に
九
電
力
会
社
い
っ
せ
い
の
電
気
料
金
値
上
げ
が

実
施
さ
れ
'
そ
の
後
も
五
七
-
七
三
年
に
各
社
個
別
の
料
金
値
上
げ
が
行

わ
れ
た
｡

表
2
と
表
3
は
､
そ
れ
ぞ
れ
､
電
灯
料
金
と
消
費
者
物
価
指
数
の
推
移
､

電
力
料
金
と
卸
売
物
価
指
数
の
推
移
を
､
時
期
ご
と
に
み
た
も
の
で
あ
る
｡

表
2
で
は
東
京
都
区
部
､
表
3
で
は
日
本
全
国
と
､
集
計
対
象
地
域
が
異

な
る
の
は
､
戦
前

(
1
九
三
四
-
三
六
年
平
均
)
基
準
の

三
月
性
あ
る
数

値
が
､
卸
売
物
価
指
数
に
つ
い
て
は
全
国
規
模
で
得
ら
れ
る
も
の
の
'
消

費
者
物
価
指
数
に
つ
い
て
は
東
京
都
区
部
を
カ
バ
ー
し
た
も
の
し
か
得
ら

2
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表 1 10電力会社の電気料金改定 (1951-2001年) (単位 :%)

改定年月 北海道 東北 東京 ･中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄 平 均

1951年8月 37.5 24.0 24.0 27.9 24.0 32.8 36.2 36.1 38.7 30.1(9社)

52.5 35.1 22.7 24.2 19.6 28.3 29.4 32.6 30.1 36.9 28.0(9社)

54.10 13.2 16.4 ll.6 18.1 13.5 3.9 8.6 14.7 12.4 ll.2(9社)56.8(■9社 )52.3(8社)A17.8(9#)

57.7 - 17.8 - - 18.1 - - - -

61.3 - - - - - - - - 10.5

■61.8 - - 13.7 - - - - - -

62.12 - 12.6 - - - - - - -

65.4 - - - 7.9 - - - - -

66.8 - - - - 6.4 - - - -

66.10 - - - - - - △3.9 - -

73.9 - - - - - 22.2 - p17.8 -

74.6 43.3 51.9 63.0 71.8 59.5 46.4 60.8 45.3 48.1 -

74.ll - - - - - - - - - 85,9

76.6 30.3 28.5 - - 26.1 - - - 24.8 -

76.8 - - 21.0 22.5 - 22.2 22.2 22.8 - 28.5

80.2 35.6 - - - - - - - - 43.7

80.4 - 59.8 53.7 50.5 49.6 44.8 68.9 48.0 47.8 -

80.10 - - - - - - - - - 19.2

81.10 18.1 - - - - - - - - -

88.1 △11.5 △18.6 △19.2 △22.0 △14.5 △15.8 △16.1 △14.3 △15.2 △19.6

89.4 △ 1.8 △2.8 △.3.1 △3.6 △2.6 △2.6 △3.0 △2.7 △3.0 △2.8△3.0(9社)

96.1 △12.7 △8.6 △5.4 △4.2 △8.7 △4.0 △8.5 A.9,0 △8.7 △6.0△6.3(10社)

98.2 △6.7 △6.1 △4.2 △3.9 △4.8 △3.3 △6.7 △6.5 △6.1 △3.7△4.7(lo柾)

荏) 各社の平均値上げ率｡△は値下げ率｡暫定値下げは除く｡

出所) 日本電気事業連合会統計委員会編 r電気事業便覧｣(平成12年版)日本電気協会,2000年,より作成｡

れ
な
い
と
い
う
､
資
料
上
の
制
約
に
よ
る
｡
こ

の
よ
う
な
事
情
を
ふ
ま
え
て
､
表

2
で
は
'
電

灯
料
金
の
動
向
を
伝
え
る
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
'

東
京
都
区
部
を
供
給
地
域
に
含
む
東
京
電
力
の

電
灯
総
合
単
価
を
使
用
し
た
｡

一
方
､
表

3
で

は
､
電
力
料
金
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
､
全
国

九
電
力
会
社
の
電
力
総
合
単
価
の
平
均
値
を
採

用
し
た
｡

こ
れ
ら
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
三
度
に

わ
た
る
九
電
力
会
社
い
っ
せ
い
の
電
気
料
金
値

上
げ
が
実
施
さ
れ
た

一
九
五

〇
年
代
前
半
に
は
､

電
気
科
金
は
物
価
指
数
を
上
回
る
勢
い
で
上
昇

(川
)

し
た
｡
し
か
し
'
五
〇
年
代
後
半
か
ら
七

〇
年

代
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
に
は
､
電
灯
総
合
単

価
は
消
費
者
物
価
指
数
に
比
べ
て
著
し
-
安
定

す
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
そ
の
結
果
'

一
九
五
二

-
七
三
年
の
時
期
を

一
括
す
る
と
'
電
灯
総
合

単
価
の
上
昇
率
は
'
消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇

率
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
に
な

っ
た
｡
五
五
-

七
三
年
に
も
､
電
力
総
合
単
価
の
上
昇
率
は
卸

売
物
価
指
数
の
上
昇
率
を
上
回

っ
た
が
'
こ
こ

で
は
､
当
該
期
に
卸
売
物
価
指
数
が
き
わ
め
て

安
定
し
て
い
た
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
｡
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表 2 電灯料金と消費者物価指数の上昇率

.(単位 :倍)

期 間 A東京電力の電灯総合単価 B東京都区部の消費者物価指数 (総合)

1934-36年平均-■51年 *70.5 255.5

1952-73年 1.68 2.83

(52-54年) (1.35) (1.18)

(55-73年) (1.24) (2.40)

1974-94年 2.10 2.53

(74-80年) (2.39) (1.88)

(81-94年) (0.88) (1.34)

症) *のみ,全国の電灯平均料金の上昇率｡

出所) Aの*は,南亮進 F長期経済統計12 鉄道と電力｣東洋経済新報社,1965年,Aの残りは,通商産業省

公益事業局 ･電気事業連合会編 ｢電気事業10年の統計』電力新報社,1962年,資源エネルギー庁公益事業

部 ･電気事業連合会編 r電気事業30年の統計J 日本電気協会,1982年,電気事業連合会統計委員会編 r電

気事業便覧j(平成 7年版)日本電気協会,1995年,東京電力株式会社広報部 r数表でみる東京電力j(辛

成12年度),2000年,Bは,矢野恒太記念会編 r数字でみる日本の100年』(改訂第4版),2000年,より作

成｡

表 3 電力料金と卸売物価指数の上昇率

(単位 :鰭)

期 間 A9電力会社の電力総合単価 B日本全国の卸売物価指数 (総平均)

1934-36年平均-51年 *122.8 342.5

1952-73年 2.03 1.35

(52-54年) (1.38) (1.02)

(55-73年) (1.47) (1.33)

1974-94年 3.20 1.50

(74-80年) (3.89) (1.78)

(81-94年) (0.82) (0.84)

注) *は,全国の電力平均料金の上昇率｡電力自由化の影響で,電力絵合単価の算出方式は1999年度に大幅に

変更されたため,98年度分までを計上対象としたO .

出所) Aの*は,前掲 r長期経済統計12 鉄道と電力』,Aの残 りは,前掲 r電気事業10年の統計J,前掲 r電

気事業30年の統計』,ノ前掲 r電気事業便覧J (平成 7年版),電気事業連合会統計委員会編 r電気事業便覧』

(平成11年版),1999年,Bは,前掲 r数字でみる日本の100年』より作成｡
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表4 合理化関連指標の推移

'汽力発電所熱効率 絵合損失率 従業員 1人当り 年負荷率 (送電端)

(%)

東京 9電力 東京 9電力 東京 9電力 東京

15.1 17.2 25.4 26.4 248 224 67.8

31.0 29.8 14.1 14.3 761. 663 62.2

36.6 35T9 10.0 10.1 2,129 1,982 63.7
36.6 36.4 8.9 9.3 3,261 3,243 58.2

37.5 37.1 9.2 9.3 5,548 4,775 55.6

9

4

1

9

00
4

●

一

2

7

7

1

6

9

7

6

6

6

5

5

1

0

0

0

nU
9

5

6

7

00
9

9

9E:

前掲 r電気事業便覧J (平成12年版),前掲 F数表でみる東京電力』(平成12年度).

表 5 9電力会社の発電設備の原動力別構成比 (単位 :%)

2POO.3.31

水力 火力 水力 火力 原子力 水力 火力 原子力 その他 水力 火力 原子力

77 23 31 69 022 55 21 1 一21 58 20

99 1 32 68 021 73 5 1 16 74 9

81 19 16 81 2 14 57 28 014 56 30

72 28 18 82 017 69 14 016 72 ll

･98 2 56 44 033 57 10 0 29 62 9

49 51 22 73 6. 20 53. 28 021 53 26

52 4.8 21 70 10 23 64 13 024 65 ll

72 28 18 82 0ユ8 50 32 018 50 32

47 53 21 79 014 60 25 1 13 59 28

l

1

0

0
∧U00
O
⊥ヽ

北海道

東 北

東 京

中 部

北 陸

関 西

中 国

四 国

九 州

荏) 認可最大出力ベース｡

出所) 資源エネルギー庁公益事業部 ･電気事業連合会 r電気事業40年の統計｣日本電気協会,1992年,前掲

r電気事業便覧』(平成7年版),同 (平成12年版)より作成｡

電
力
総
合
単
価
の
上
昇
率
そ
れ
自
体
は
'

三
年
間
で

一
･
三
八
倍
に
な

っ
た
五
二

-
五
四
年
に
比
し
て
'
十
九
年
間
で

一
･
四
七
倍
に
と
ど
ま

っ
た
五
五
-
七

三
年
に
は
低
水
準
で
推
移
し
た
｡
つ
ま

り
､
五
七
年
以
降
に
行
わ
れ
た
電
力
各

社
個
別
の
電
気
料
金
値
上
げ
の
影
響
は

限
定
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
､
総

合
的
に
み
れ
ば
'
五

1
-
七
三
年
の
時

期
に
は

｢低
廉
な
電
気
供
給
｣
が
実
現

(ll
)

さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
｡
な

お
'
そ
も
そ
も
､
五
〇
年
代
前
半
に
実

施
さ
れ
た
三
度
の
い
っ
せ
い
値
上
げ
の

う
ち
五

一
年
と
五
二
年
の
料
金
改
定
は
､

イ
ン
フ
レ
の
進
行
に
よ
る
諸
経
費
の
膨

張
や
資
産
再
評
価
に
よ
る
減
価
償
却
費

の
増
大
を
直
接
的
な
要
因
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
､
よ
-
根
本
的
に
は
'
電

力
国
家
管
理
下
で
継
続
さ
れ
て
い
た
政

(12
)

策
的
低
料
金
を
是
正
し
て
､
電
力
各
社

の
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
ね
ら
い
を
も

っ
て
い
た
こ
と
も
見
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
｡
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文

高
度
経
済
成
長
期
に
あ
た
る

一
九
五
〇
年
代
後
半

-
七

〇
年
代
初
頭
に

日
本
の
九
電
力
会
社
が
電
気
料
金
の
長
期
安
定
を
達
成
し
え
た
の
は
､

一

論

連
の
合
理
化
努
力
が
成
果
を
あ
げ
た
か
ら
で
あ
る
｡.
五
〇
-
六
〇
年
代
に

は
世
界
的
に
火
力
発
電
の
高
能
率
化
や
大
容
量
化
が
進
展
し
た
が
､
そ
の

動
き
は
日
本
に
も
波
及
L
t
表
4
が
示
す
よ
う
に
､
汽
力
発
電
所
熱
効
率

の
向
上
が
み
ら
れ
た
｡
九
電
力
各
社
は
､
経
済
性
を
高
め
た
火
力
発
電
中

心
の
電
源
開
発
を
遂
行
し
､
六
〇
年
代
初
頭
に
は
電
源
構
成
の

｢火
主
水

表6 9電力会社の汽力発電用受入燃料の構成比

(単位 :%)

電力会社 1973年度 1990年度石炭 石油 その他 石炭 石油 LNG その他

北海道 88 12 0 83 17 0 0
東 北 2 94 5 9 37 50 5

東 京 0 85 15 1 40 55 4

中 一部 1 99 0 2 54 43 2

北 陸 0 100 0 4 96 0 0
関 西 091 9 056 41 3

中 国 2 98 0 44 48 6 2

四 国 0 91 9 24 61 0 15

九 州 7 93 ,0 23 40 37 1

荏) 発熱量ベースQ石油は,重油 ･原油 ･軽油の合計O

出所) 前掲 『電気事業30年の統計』,前掲 『電気事業40年の統計』 よ

り作成｡

従
化
｣
を
実
現
し
た

(表

5
)｡
そ
れ
だ
け
で
な
-
九
社
は
､
水
力
発
電

に
つ
い
て
も
､
発
電
所
の
無
人
化
や
大
容
量
化
に
取
-
組
ん
だ
｡
そ
の
結

果
'
高
度
成
長
下
の
電
気
需
要
の
急
伸
も
あ

っ
て
､
表
4
に
あ
る
よ
う
に
'

九
電
力
会
社
全
体
の
従
業
員

一
人
当
た
-
販
売
電
力
量
は
､
五
〇
年
代
か

ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
著
し
-
増
大
し
た
｡
ま
た
､
こ
の
時
期
に
は
､
二

七
万
五
〇
〇
〇
Ⅴ
送
電
網
の
拡
充
や
五
〇
万
Ⅴ
送
電
の
開
始
､
配
電
設
備

の
昇
圧
な
ど
に
よ
-
､
電
力
の
総
合
損
失
率
も
顕
著
に
低
下
し
た

(表

4
)｡
さ
ら
に
､
こ
れ
ら
の
諸
要
因
に
加
え
て
､
六
〇
年
代
半
ば
以
降
の

(13
)

｢抽
主
炭
従
化
｣
(表
6
)
に
よ
る
火
力
発
電
用
燃
料
費
の
節
減
や
､
減
価

償
却
の
拡
充

(表
7
)
を
ふ
ま
え
た
自
己
資
金
比
率
の
上
昇
に
よ
る
資
金

(】4
)

コ
ス
ト
の
低
下
な
ど
の
要
因
も
'
料
金
安
定
に
貢
献
し
た
｡

一
九
五

一
-
七
三
年
の
時
期
に
お
け
る
九
電
力
会
社
の
経
営
行
動
に
関

し
て
は
､
他
の
時
期
に
は
み
ら
れ
な
い
二
つ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
｡
そ
れ
は
､
行
政
当
局
と

〓
疋
の
距
離
を
お
い
て
事
業
活
動
を
展

(15
)

開
し
た
こ
と
と
､
電
力
会
社
間
に
競
争
意
識
が
作
用
し
た
こ
と
の
､
二
点

で
あ
る
｡

ま
ず
'
行
政
当
局
と
九
電
力
会
社
と
の
あ
い
だ
の
距
離
に
つ
い
て
は
'

電
源
開
発
の
火
主
水
従
化
や
火
力
発
電
用
燃
料
の
油
主
炭
従
化
の
プ
ロ
セ

ス
を
振
り
返
れ
ば
､
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
｡

｢新
鋭
火
力
発
電
所
｣
と
呼
ば
れ
た
中
部
電
力
の
三
重

(
一
九
五
五
年

運
転
開
始
)
､
九
州
電
力
の
苅
田

(五
六
年
運
転
開
始
)
､
関
西
電
力
の
多

奈
川

(五
六
年
運
転
開
始
)
の
三
発
電
所
建
設
が
先
鞭
を
つ
け
た
形
の
電

(16
)

源
構
成
の
火
主
水
従
化

へ
の
流
れ
は
'

1
九
五
五
年
に
電
力
中
央
研
究
所

6



へ理
事
長
松
永
安
左

工
門
)
が

｢電
力
設
備
近
代
化
計
画
案
｣

(松
永
構

悲
)
を
発
表
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
い
っ
そ
う
は
ず
み
が
つ
い
た
｡
松
永

構
想
の
要
点
は

｢今
后
の
新
設
は

『火
主
水
従
』
と
す
べ
き
で
あ

っ
て
'

@刺
E

特
に
新
鋭
火
力
発
電
所
の
増
強
に
力
を
注
ぐ
べ
し
｣
と
い
う
点
に
あ

っ
た

が
､
同
構
想
の
発
表
は
水
主
火
従
の
電
源
開
発
方
針
を
維
持
し
て
い
た
通

(18
)

商
産
業
省

(通
産
省
)
に
衝
撃
を
与
え
た
｡
九
電
力
会
社
が
火
力
中
心
の

電
源
開
発
を
進
め
た
こ
と
を
受
け
て
'
政
府
の
電
源
開

(単位 :%)

経営史学 第37巻第 3号

表7 9電力会社の減価償却 (定率)実施状況

年度 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 平均

1951 *38 *40 *41 *5 3 *40 *40 *61 *39 *52 43

52 *50 *53 *57 *50 *44 *61 *67 *49 *60 57

53 67 66 70 58 46 76 90 60 83 71

54 *60 *54 *87 *64 *66 *80 *76 *54 *78 73

55 65 50 87 84 56 108 80 57 67 79

56 73 50 83 71 63 94 73 65 60 73

57 75 *51 59 69 *57 91 75 66 58 67

58 69 59 59 62 56 102 84 81 57 69

59 78 54 54 65 69 105 83 64 56 69

60 84 52 55 101 78 105 86 77 *56 75

61 93 56 *64 87 69 100 104 73 86 79

62 88 *59 lop 89 66 105 100 105 93 92
63 77 76 100 58 58 100 118 100 87 88

64 78 76 103 58 57 100 106 109 89 89

65 91 85 102 *62 59 100 110 91 85 PO
66 99 93 98 81 *61 100 △108 95 100 b4

67 100 96 98 99 73 100 107 98 99 98

68 100 98 100 100 82 100 100 100 98 99

69 100 100 100 100 83 100 100 100 100 99

70 100 100 100 100 98 100 100 100 100 100

注) *は料金を値上げした年嵐 △は値下げした年度｡′

出所) 前掲 r電気事業10年の統計』通商産業省公益事業局 .電気事業連合会編 r電気事

業20年の統計』日本電気協会,1972年｡

発
方
針
は
､

1
九
五
〇
年
代
半
ば
の
水
主
火
従
か
ら
火

主
水
従
へ
'
徐
々
に
転
換
を
と
げ
た
｡
電
源
開
発
に
関

係
す
る
諸
官
庁
の
調
整
機
関
で
あ
る
電
源
開
発
調
整
審

議
会
は
､
よ
う
や
-
六

〇
年
に
な
っ
て
完
全
な
火
主
水

従
の
開
発
計
画
で
あ
る

｢電
力
長
期
計
画
｣
を
策
定
し

た
が
､
こ
れ
は
'
電
力
各
社
に
よ
る
新
鋭
火
力
発
電
所

の
建
設
着
工
か
ら
八
年
後
､
松
永
構
想
の
発
表
か
ら
五

年
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
｡

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六

〇
年
代
に
か
け
て
の
日
本
に

お
け
る
火
力
発
電
の
原
価
低
落
の
要
因
と
し
て
は
'
大

容
量
化
や
高
能
率
化
の
ほ
か
に
､
燃
料
費
の
低
減
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
燃
料
費
の
低
減
は
､
主
と
し
て
､

火
力
発
電
用
燃
料
の
石
炭
か
ら
石
油

へ
の
転
換
､
つ
ま

り
抽
主
炭
従
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
｡
火
力
発
電

用
燃
料
の
油
主
炭
従
化
は
､
カ
ロ
リ
ー
単
価
の
低
下
だ

け
で
な
-
､
付
帯
設
備
の
縮
小
'
運
炭
お
よ
び
灰
捨
て

の
省
略
､
運
転
の
安
定
化
'
ボ
イ
ラ
ー
効
率
の
向
上
な

ど
の
点
で
も
経
済
合
理
性
を
も

っ
て
い
た
が
､
電
力
行

政
の
主
管
官
庁
で
あ

っ
た
通
産
省
は
､
石
炭
鉱
業
保
護

7



文

の
立
場
か
ら
'
こ
れ
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
課
し
た
｡

一
九
五
五

年
施
行
の
重
油
ボ
イ
ラ
ー
規
制
法
に
よ
る
規
制
は
そ
の
典
型
と
言
え
る
も

論

の
で
あ

っ
た
が
､
そ
れ
に
対
し
て
は
､
経
済
合
理
性
を
重
視
し
火
力
発
電

用
燃
料
の
抽
主
炭
従
化
を
追
求
す
る
九
電
力
会
社
か
ら
強
い
反
発
が
生
じ

た
｡
重
油
ボ
イ
ラ
ー
規
制
法
に
も
と
づ
-
規
制
が
よ
う
や
く
手
直
し
さ
れ
､

重
油
専
焼
火
力
の
建
設
が
認
可
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
､
六

〇
年
の

こ
と
で
あ

っ
た
｡
た
だ
し
'
そ
の
代
-
に
九
電
力
会
社
は
､
六

一
年
か
ら

(19
)

石
炭
の
政
策
的
引
取
り

へ
協
力
す
る
こ
と
を
余
儀
な
-
さ
れ
.た
｡
石
炭
引

取
り
は
長
期
に
わ
た

っ
て
継
続
し
､
電
力
業
経
営
に
と

っ
て
大
き
な
足
伽

(20
)

と
な

っ
た
｡

こ
の
よ
う
に
電
源
開
発
の
火
主
水
従
化
や
火
力
発
電
用
燃
料
の
抽
主
炭

従
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
れ
ば
､

一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
に
は
行
政
当

局
と
九
電
力
会
社
と
の
あ
い
だ
に

〓
疋
の
距
離
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
'
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
た
の
は
､
新
し
い
電
気
事
業
法

の
制
定
が

一
九
六
四
年
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
事
実
で
あ
る
｡
五

一
年
の
電
気

事
業
再
編
成
の
根
拠
と
な

っ
た
電
気
事
業
再
編
成
令
と
公
益
事
業
令
は
い

ず
れ
も
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
で
あ

っ
た
た
め
､
両
法
令
と
も
'
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
の
発
効
か
ら
百
八
十
日
後
の
五
二
年

一
〇
月
に
失
効
し
た
｡

そ
の
後
二
カ
月
間
の
空
白
期
間
を
経
て
､
五
二
年

一
二
月
に

｢電
気
お
よ

び
ガ
ス
に
関
す
る
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
｣
が
公
布
､
施
行
さ
れ
'
電

気
事
業
再
編
成
令
と
公
益
事
業
令
の
必
要
な
規
定
の
効
力
を
復
活
さ
せ
る

措
置
が
と
ら
れ
た
｡
た
だ
し
'
同
法
は
あ
-
ま
で
臨
時
措
置
法
で
あ

っ
た

た
め
'
き
ち
ん
と
し
た
形
で
新
し
い
電
気
事
業
法
を
制
定
す
る
必
要
が
あ

(21
)

っ
た
｡
し
か
し
'
新
電
気
事
業
法
の
法
案
を
ま
と
め
る
作
業
は
難
航
し
､

結
局
'
五
〇
年
代
い
っ
ぱ
い
は
具
体
的
な
進
展
を
み
せ
な
か
っ
た
｡

新
電
気
事
業
法
の
制
定
が
遅
延
し
た
直
接
の
原
因
は
､
水
利
権
所
管
問

題
や
公
営
電
気
事
業
等
の
復
元
問
題
な
ど
で
､
関
係
各
省
間
の
調
整
が
つ

か
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
し
か
し
､
同
時
に
､
供
給
区
域
独
占
問
題
な

ど
で
､
通
産
省
と
九
電
力
会
社
と
の
意
見
が
食
い
違

っ
た
こ
と
も
､
大
き

-
影
響
し
た
｡
別
言
す
れ
ば
､
民
営
九
電
力
体
制
に
対
す
る
社
会
的
評
価

は
未
確
定
だ

っ
た
の
で
あ
り
､

一
九
五
七
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
生
じ

(22
)

た
電
気
事
業
再
々
編
成
問
題
は
'
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ

っ

た
｡た

だ
し
､

一
九
六

〇
年
代
に
は
い
る
と
､
右
記
の
よ
う
な
状
況
は
大
き

-
変
化
し
た
｡
九
電
力
各
社
が
火
主
水
従
の
電
源
開
発
､
火
力
発
電
所
の

大
容
量
化

･
高
能
率
化
や
使
用
燃
料
の
抽
主
炭
従
化
'
水
力
発
電
所
の
大

容
量
化

･
無
人
化
な
ど
で
成
果
を
あ
げ
､
｢低
廉
で
安
定
的
な
電
気
供

給
｣
を
達
成
す
る
に
い
た

っ
た
民
営
九
電
力
体
制
に
対
す
る
社
会
的
評
価

が
高
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
た
め
'
電
気
事
業
再
々
編
成
論
は
急
速

に
勢
い
を
失
い
､
通
産
省
も
民
営
九
電
力
体
制
を
容
認
す
る
に
い
た

っ
た
｡

こ
う
し
て
新
し
い
電
気
事
業
法
を
制
定
す
る
条
件
は
よ
う
や
-
整
い
､
同

法
は

一
九
六
四
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た

(施
行
は
六
五
年
七
月
)
｡
電
気

事
業
再
編
成
以
来
の
民
有
民
営
の
地
域
別
九
分
割
方
式
を
法
的
に
追
認
し

た
新
電
気
事
業
法
は
､
-
す
ぶ
り
続
け
て
い
た
電
力
産
業
の
企
業
形
態
を

め
ぐ
る
論
争
に
終
止
符
を
打
ち
､
民
営
九
電
力
体
制
は
､
長
期
に
わ
た

っ

て
定
着
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡
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次
に
､
九
電
力
会
社
間
に
競
争
意
識
が
作
用
し
た
点
に
つ
い
て
は
､
新

電
気
事
業
法
を
準
備
し
た

1
九
六
三
年
の
電
気
事
業
審
議
会
の
答
申
が
､

民
営
九
電
力
体
制
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

｢企
業
相
互
間
の
競
争
の
刺
激
｣

を
あ
溢

こ
と
が
注
月
さ
れ
る
･
こ
の
指
摘
に
あ
る
と
お
り
､
高
度
経
済

成
長
期
の
日
本
の
電
気
事
業
で
は
､
九
電
力
体
制
の
も
と
で
市
場
独
占
と

(射
)

企
業
間
競
争
と
が
併
存
す
る
と
い
う
特
徴
的
な
状
況
が
み
ら
れ
た
｡
市
場

独
占
が
保
証
さ
れ
て
い
る
以
上
､
九
電
力
各
社
間
の
競
争
は
､
戦
前
の
電

力
戦
の
よ
う
な
需
要
家
を
奪
い
合
う
直
接
的
な
市
場
競
争
と
は
な
ら
な
か

っ
た
｡
そ
れ
は
､
経
営
合
理
化
の
成
果
を
競
い
合
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
競

争
の
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
｡

前
掲
の
表
1
を
注
意
深
く
な
が
め
る
と
､

一
九
五
六
-
七
三
年
の
高
度

経
済
成
長
期
に
は
､
全
体
と
し
て
電
気
料
金
の
長
期
安
定
が
実
現
し
た
と

は
い
え
､
九
電
力
会
社
の
す
べ
て
が
料
金
を
据
え
置
い
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
｡
正
確
に
は
､
①
こ
の
間
に
値
上
げ
を
ま

っ
た
-
行
わ
を

(25
)

か
っ
た
北
海
道
電
力

･
中
国
電
力

(と
-
に
中
国
電
力
は
'
六
六
年
に
値

下
げ
を
行

っ
た
)
､
②
値
上
げ
を

一
回
行

っ
た
東
京
電
力

･
中
部
電
力

･

関
西
電
力

･
四
国
電
力

･
九
州
電
力

(こ
の
う
ち
関
西
電
力
と
四
国
電
力

は
'
七
二
年
ま
で
は
値
上
げ
を
行
わ
な
か
っ
た
)
､
③
値
上
げ
を
二
回
行

っ
た
東
北
電
力

･
北
陸
電
力
､
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
｡
こ
の

(

よ
う
な
企
業
間
格
差
の
存

26
)

在
は
'
各
社
が
競
い
合

っ
て
経
営
合
理
化
に
取

り
組
む
う
え
で
の
起
動
力
と
な
っ
た
｡
高
度
経
済
成
長
期
の
電
気
料
金
値

上
げ
は
'
五

一
-
五
四
年
の
時
期
や
七
四
-
八
〇
年
の
時
期
の
よ
う
に
九

電
力
会
社
い
っ
せ
い
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
､
値
上
げ
を
実
施
し
た

電
力
会
社
に
は
'
厳
し
い
社
会
的
批
判
が
集
中
し
た
｡
.

そ
し
て
､
批
判
を

受
け
た
電
力
会
社
が
､
他
社
以
上
に
積
極
的
に
経
営
合
理
化
に
取
り
組
む

こ
と
は
'
い
わ
ば
当
然
の
行
為
で
あ

っ
た
｡
六

一
年
に
料
金
を
引
き
上
げ

た
東
京
電
力
が
'
木
川
田

一
隆
新
社
長
の
も
と
で
六
二
年
か
ら

一
連
の

(27
)

｢経
営
刷
新
方
策
｣
を
遂
行
し
た
こ
と
は
､
そ
の
典
型
的
な
事
例
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
｡

1
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
九
電
力
各
社
は
'
経
営

合
理
化
を
め
ざ
し
'
火
力
発
電
所
の
高
能
率
化

･
大
型
化
､
火
力
発
電
用

燃
料
の
坤
王
炭
従
化
'
原
子
力
発
電
の
事
業
化
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
'
活
発

な
競
争
を
展
開
し
た
｡
東
京
電
力
'
関
西
電
力
､
中
部
電
力
'
九
州
電
力

の
四
社
は
､
火
力
発
電
所
の
蒸
気
圧
力
､
蒸
気
温
度
､
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

(28
)

容
量
の
最
高
値
を
更
新
す
る
た
め
し
の
ぎ
を
削

っ
た
｡

火
力
発
電
用
燃
料
の
抽
主
炭
従
化
に
つ
い
て
み
る
と
'
中
部
電
力
に
次

い
で
早
い
時
期
に
油
主
炭
従
化
を
実
現
し
た
関
西
電
力
の
場
合
に
は
､
東

京
電
力
に
対
す
る
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
｡
こ
の
点
に

つ
い
て
､

1
九
五
九
年
に
関
西
電
力
社
長
に
就
任
し
た
芦
原
義
重
は
､

｢戦
後
わ
れ
わ
れ
が
､
ず
っ
と
使

っ
て
き
た
石
炭
に
つ
い
て
は
､
東
電
は

常
磐
と
北
海
道
が
主
力
で
し
た
が
'
と
く
に
常
磐
は
地
元
で
す
か
ら
運
賃

が
た
い
し
て
か
か
ら
ず
非
常
に
有
利
な
わ
け
で
す
｡
そ
れ
に
較
べ
て
､
わ

れ
わ
れ
の
関
西
電
力
は
､
ほ
と
ん
ど
全
部
を
九
州
か
ら
運
ん
で
き
て
い
ま

し
た
の
で
､
か
な
り
運
賃
が
高
-
つ
い
た
わ
け
で
す
ね
｡
そ
う
す
る
と
'

ほ
か
の
こ
と
を
い
-
ら
合
理
化
し
て
も
'
東
電
と
較
べ
る
と
経
営
上
ど
う

し
て
も
不
利
な
の
で
､
な
ん
と
か
東
電
に
負
け
な
い
方
法
が
な
い
も
の
か

9
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と
い
う
こ
と
で
努
力
し
た
の
が
'
よ
そ
よ
-
石
油
の
切
換
え
が
早
か

っ
た

(29
)

一
つ
の
理
由
な
ん
で
す
｣
､
と
述
べ
て
い
る
｡
原
子
力
発
電
の
事
業
化
を

論

め
ぐ

っ
て
も
､
東
京
電
力
と
関
西
電
力
は
､
激
し
い
先
陣
争
い
を
展
開
し

(30
)

た
｡
こ
の
点
は
､
『東
京
電
力
三
十
年
史
』
が

｢他
に
先
駆
け
て
先
見
的

(31
)

に
行
動
を
開
始
し
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
よ
う
｣
と
記
述
し
､
『関
西
電
力

二
十
五
年
史
』
が

｢九
電
力
各
社
が
原
子
力
発
電
所
建
設
に
取
-
掛
か

っ

た
時
期
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
-
､
初
送
電
の
時
期
も
九
社
ご
と
に
か
な
り
ず

れ
て
い
る
が
'
九
社
中
'

一
番
乗
り
の
栄
光
を
に
な

っ
た
の
は
当
社
で
あ

(
32)

る

｣
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
､
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

1
九
五
〇
年
代
か
ら
七

〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
九
電
力
会

社
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
競
争
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
点
は
'
そ
れ
が
'

全
体
と
し
て
み
れ
ば
'
差
別
化
競
争
で
は
な
-
同
質
的
競
争
の
形
を
と

っ

(33
)

た
こ
と
で
あ
る
｡
そ
こ
で
は
､
電
源
開
発
の
火
主
水
従
化
と
火
力
発
電
用

燃
料
の
抽
主
炭
従
化
を
競
争
の
焦
点
に
し
て
､
横
並
び
競
争
が
展
開
さ
れ

(34
)

た
｡
前
掲
の
表

5
は
'

1
九
五

1
-
七
三
年
に
九
社
す
べ
て
が
火
力
の
り

(35
)

エ
イ
ー
を
著
し
-
増
大
さ
せ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
ま
た
､
表
6
か
ら
､

(36
)

北
海
道
電
力
を
除
-
八
社
が
七
三
年
度
ま
で
に
抽
主
炭
従
化
を
完
了
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡
こ
れ
ら
の
事
実
は
､
五

一
-
七
三
年
に
展
開
さ

れ
た
九
電
力
会
社
間
の
同
質
的
競
争
の
帰
結
で
あ

っ
た
｡

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
､

一
九
五

一
-
七
三
年
の
時
期
に
お
け

る
九
電
力
会
社
の
経
営
行
動
に
は
'
石
油
危
機
後
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
よ

う
に
な

っ
た

｢
お
役
所
の
よ
う
な
存
在
｣
と
い
う
評
価
と
は
異
な
る
､
活

(37
)

力
が
み
ら
れ
た
｡
高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
で

｢低
廉
で
安
定
的
な
電
気

供
給
｣
が
実
現
し
た
の
は
､
電
力
各
社
の

一
連
の
合
理
化
努
力
が
成
果
を

あ
げ
た
う
え
に
､
電
源
構
成
の
火
主
水
従
化
や
火
力
発
電
用
燃
料
の
抽
主

炭
従
化
が
進
展
し
た
か
ら
で
あ

っ
た
が
､
火
主
水
従
化
や
抽
主
炭
従
化
の

プ
ロ
セ
ス
で
は
､
反
対
な
い
し
消
極
的
な
姿
勢
を
と
る
通
産
省
サ
イ
ド
を

電
力
業
界
サ
イ
ド
が
押
し
切
る
と
い
う
､
興
味
深
い
光
景
が
み
ら
れ
た
｡

ま
た
'
高
度
成
長
期
に
は
､
個
別
に
料
金
値
上
げ
を
行
う
電
力
会
社
に
対

し
て
鋭
い
社
会
的
批
判
が
集
中
し
た
た
め
'
地
域
独
占
が
確
立
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
九
電
力
各
社
は
､
業
績
を
め
ぐ

っ
て
あ
る
程
度
活

発
な
企
業
間
競
争
を
展
開
し
た
｡
こ
の
時
期
に
は
､
行
政
と
電
気
事
業
者

は

一
体
で
は
な
-
'
そ
れ
ぞ
れ
の
電
力
会
社
は
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を

も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

行
政
と
の
距
離
や
合
理
化
努
力
は
､
九
電
力
体
制
が
有
す
る
四
つ
の
特

敬

(○
民
営
｣
㊤
発
送
配
電

一
貫
経
営
､
㊦
地
域
別
九
分
割
､
㊥
独
占
)

の
う
ち
t
O
と
密
接
に
か
か
わ

っ
て
い
た
｡
ま
た
､
電
力
各
社
が
電
源
構

成
の
火
主
水
従
化
や
火
力
発
電
用
燃
料
の
袖
主
炭
従
化
に
力
を
入
れ
､
送

(38)

配
電
ネ

ッ
ー
ワ
ー
ク
の
形
成

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
'

㊤･

㊤
･㊥
が
も
た
ら
し
た
各
地
域
で
の
電
気
供
給
責
任
を
全
う
す
る
た
め
で

あ

っ
た
｡
さ
ら
に
､
各
社
が
地
域
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
競
争
を
展
開
す

る
う
え
で
､

0
と
㊤
が
重
要
な
前
提
条
件
と
な

っ
た
｡
こ
れ
ら
の
状
況
が

現
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
､

一
九
五

一
-
七
三
年
の
時
期
に
は
､
料
金
認

可
制
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
が
有
効
性
を
も
ち
､
㊥
が
可
能
性
と
し
て
内
包
す

る
高
い
料
金
水
準
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
封
殺
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作
用

し
た
｡
つ
ま
-
､
こ
の
時
期
に
は
､

〇･
㊤
･㊤の
メ
リ
ッ
ト
が
㊥
の
デ

10
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メ
リ
ッ
ト
を
制
御
す
る

｢電
気
事
業
経
営
の
自
律
性
｣
が
､
九
電
力
体
制

全
般
に
わ
た
っ
て
観
察
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

三

自
律
性
の
後
退
-

一
九
七
四
-
九
四
年
-

]
本
章
で
は
､
前
年
に
発
生
し
た
第

一
次
石
油
危
機
の
影
響
が
本
格
化
し

た

一
九
七
四
年
か
ら
t.
電
気
事
業
法
が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
る
前
年
に
あ

た
る
九
四
年
ま
で
の
時
期
に
目
を
向
け
る
｡

石
油
危
機
後
の
時
期
に
､
原
油
価
格
の
高
騰
､
電
力
需
要
の
伸
び
悩
み
､

負
荷
率
の
低
下
､
立
地

.
環
境
問
題
の
深
刻
化
'
資
金
コ
ス
ト
の
上
昇
な

ど
様
々
な
苦
難
に
直
面
し
､
業
績
を
悪
化
さ
せ
た
九
電
力
会
社
は
'
表
Ⅰ

に
あ
る
よ
う
に
､
七
四
'
七
六
､
八
〇
年
に
三
度
に
わ
た
っ
て
電
気
科
金

(39
)

を
い
っ
せ
い
に
値
上
げ
す
る
こ
と
を
余
儀
な
-
さ
れ
た
｡
ま
た
､
八

一
年

に
は
北
海
道
電
力
が
､
独
自
の
料
金
値
上
げ
を
行
っ
た
｡
表
2
と
表
3
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
､
三
度
に
わ
た
る
九
電
力
会
社
い
っ
せ
い
の
電
気
料
金

値
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
七
四
-
八
〇
年
の
時
期
に
は
､
電
気
料
金
は
物
価

指
数
を
大
き
く
上
回
る
勢
い
で
上
昇
し
た
｡
な
か
で
も
電
力
総
合
単
価
の

上
昇
率
は
高
-

(七
年
間
で
三

･
八
九
倍
)
､
前
後
の
時
期
に
比
べ
て
顕

著
な
高
水
準
を
示
し
た
卸
売
物
価
指
数
の
上
昇
率

(同
じ
七
年
間
で

一
･

七
八
倍
)
を
も
'
大
幅
に
凌
駕
し
た
｡

そ
の
後
､

一
九
八
〇
年
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
円
高
と
原
油
安
が
定
着
す
る

よ
う
に
な
り
'
日
本
の
電
力
業
を
め
ぐ
る
経
営
環
境
は
好
転
し
た
｡
こ
の

状
況
変
化
を
受
け
て
九
電
力
会
社
は
､

1
九
八
六
年
か
ら
随
時
､
電
気
料

金
を
暫
定
的
に
引
き
下
げ
る
措
置
を
講
じ
た
｡
そ
し
て
､
八
八
年
と
八
九

年
に
は
'
い
っ
せ
い
に
電
気
料
金
の
恒
常
的
値
下
げ
を
実
施
し
た

(秦

1
)｡
こ
の
結
果
､
八

一
-
九
四
年
の
時
期
に
は
電
灯
総
合
単
価
は
'
引

き
続
き
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ
た
消
費
者
物
価
指
数
の
動
向
と
は
対
照
的
に
､

低
下
傾
向
を
示
し
た

(表
2
)｡

一
方
､
電
力
総
合
単
価
も
下
落
し
た
が
､

円
高
と
原
油
安
を
背
景
に
し
て
卸
売
物
価
指
数
も
下
落
に
転
じ
た
た
め
'

電
灯
総
合
単
価

･
消
費
者
物
価
指
数
間
の
場
合
と
は
異
な
り
'
電
力
総
合

単
価

･
卸
売
物
価
指
数
間
の
場
合
に
は
乗
離
が
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
か
っ
た

(表
3
)0

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
'

一
九
八
六
年
以
降
の
電
気
科
金
の
低
下
が
'

七
四
-
八
〇
年
の
時
期
に
醸
成
さ
れ
た
電
気
科
金
水
準
に
対
す
る
需
要
家

の
割
高
感
を
解
消
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡

1
九
八

〇
年
代
後
半
以
降
の
時
期
に
は
､
電
気
科
金
に
関
し
て
､
円
高
の
進
行
に

よ
っ
て
顕
在
化
し
た
内
外
価
格
差

(外
国
に
比
し
て
の
日
本
の
相
対
的
高

料
金
)
の
解
消
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
､
九
電
力
会
社
は
､
む
し
ろ
'
批

判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
｡
八
九
年
版
の

『経
済
白
書
』
が
'
東
京
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
電
気
料
金
を
比
べ
東
京
の
方
が
割
高
で
あ
る
と
の
デ
ー
タ

(40
)

を
掲
げ
た
こ
と
は
､
そ
れ
を
端
的
に
示
す
出
来
事
で
あ
っ
た
｡

本
章
で
光
を
当
て
る

一
九
七
四
-
九
四
年
の
時
期
に
は
､
電
気
科
金
が

値
上
げ
さ
れ
た
の
ち
値
下
げ
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
を
た
ど

っ
た
が
､
総
合

的
に
み
れ
ば
'
前
章
で
取
-
上
げ
た
五

一
-
七
三
年
の
時
期
に
実
現
さ
れ

(41
)

た

｢低
廉
な
電
気
供
給
｣
が
大
き
-
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
表
2
と

表
3
が
示
す
よ
う
に
'
五

一
-
七
三
年
の
二
十
三
年
間
に
そ
れ
ぞ
れ

一
･

六
八
倍
と
二

･
〇
三
倍
で
あ

っ
た
東
京
電
力
の
電
灯
総
合
単
価
の
上
昇
率

ill



文

と
九
電
力
会
社
の
電
力
総
合
単
価
の
上
昇
率
は
､
七
四
-
九
四
年
の
二
十

一
年
間
に
は
二

二

〇
倍
と
三

･
二
〇
倍
に
及
ん
だ
｡

論

｢低
廉
な
電
気
供
給
｣

が
後
退
し
た
大
き
な
要
因
の

一
つ
は
､
石
油
危

機
に
と
も
な
う
原
油
価
格
の
上
昇
が
火
主
水
従
'
油
主
炭
従
の
電
源
構
成

を
と
る
電
力
会
社
の
発
電
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
た
点
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
｡
た
だ
し
､
い
ま

一
つ
の
要
因
と
し
て
'

一
九
五
〇
年
代
後
半
-
七

〇
年
代
初
頭
の
時
期
に
顕
著
で
あ

っ
た
九
電
力
各
社
の
合
理
化
の
成
果
が
'

石
油
危
機
以
降
の
時
期
に
は
頭
打
ち
傾
向
を
み
せ
た
点
も
見
落
す
こ
と
は

で
き
な
い
｡

一
九
七

〇
-
九

〇
年
代
に
も
､
九
電
力
会
社
は
､
経
営
合
理
化
の
た
め

の
努
力
を
継
続
し
た
｡
そ
の
こ
と
は
'
表
4
に
あ
る
よ
う
に
､
九
電
力
全

体
の
従
業
員

一
人
当
た
り
販
売
電
力
量
が
､
こ
の
時
期
に
も
相
当
程
度
増

大
し
た
こ
と
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
､
従
業
員

一
人
当

た
-
販
売
電
力
量
の
増
加
率
は
､
五
〇
-
六
〇
年
代
に
比
べ
て
七

〇
-
九

〇
年
代
に
は
低
下
し
た
し
､
よ
り
深
刻
な
こ
と
に
七

〇
-
九

〇
年
代
に
は
､

他
の
主
要
な
合
理
化
指
標
が
停
滞
な
い
し
後
退
を
示
す
よ
う
に
な

っ
た
｡

表
4
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
､

一
九
五
〇
-
六
〇
年
代
に
顕
著
で
あ

っ

た
汽
力
発
電
所
熱
効
率
の
向
上
や
総
合
損
失
率
の
低
下
は
'
七
〇
年
代
-

九

〇
年
代
に
は
停
滞
す
る
に
い
た

っ
た
｡
冷
房
の
普
及
に
よ
る
夏
季
ピ
ー

ク
へ
の
移
行
と
そ
の
尖
鋭
化
を
反
映
し
て
､
年
負
荷
率
は
七
〇
年
代
に
大

幅
に
低
下
し
'
そ
の
傾
向
は
八
〇
年
代
に
も
継
続
し
た
｡
電
力
各
社
に
よ

る
季
節
別
時
間
帯
別
料
金
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
-
負
荷
率
が
改
善
に
向

か
っ
た
の
は
､
よ
う
や
-
九

〇
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

っ
た
｡

1
九
七
四
-
九
四
年
の
時
期
に
お
け
る
九
電
力
会
社
の
経
営
行
動
に
関

し
て
は
'
前
の
時
期
に
み
ら
れ
た
二
つ
の
特
徴
が
事
実
上
消
滅
し
た
こ
と

が
重
要
で
あ
る
｡
行
政
当
局
と
九
電
力
会
社
と
の
あ
い
だ
の
距
離
は
大
幅

に
せ
ば
ま

っ
た
し
､
電
力
会
社
間
の
競
争
意
識
も
減
退
し
た
の
で
あ
る
｡

行
政
当
局

･
九
電
力
会
社
間
取
距
離
が
せ
ば
ま

っ
た
背
景
に
は
､
電
力

施
設
立
地
難
の
深
刻
化
と
原
子
力
開
発
の
重
点
化
と
い
う
二
つ
の
事
情
が

存
在
し
た
｡

電
源
開
発
調
整
審
議
会
が
設
定
し
た
電
源
開
発
目
標
と
'
そ
れ
に
対
す

る
開
発
地
点
決
定
の
実
績
値
と
を
比
較
す
る
と
'

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八

〇
年
代
前
半
に
か
け
て
'
恒
常
的
に
実
績
値
が
目
標
値
を
下
回
っ
た
こ
と

(42二

が
判
明
す
る
｡
電
力
関
連
施
設
を
め
ぐ
る
立
地
難
が
深
刻
化
し
た
の
は
､

公
害
問
題
の
深
刻
化
を
反
映
し
て
環
境
悪
化

へ
の
懸
念
が
強
ま

っ
た
､･
地

域
住
民
の
意
識
が
変
化
し
土
地
に
対
す
る
執
着
心
や
権
利
意
識
が
高
ま

っ

た
､
原
子
力
発
電
の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
や
不
信
が
根
強
-
存
在
し
た
'

雇
用
拡
大
な
ど
地
元

へ
の
直
接
的
な
経
済
波
及
効
果
が
比
較
的
小
さ
か

っ

た
､
先
鋭
化
さ
れ
組
織
化
さ
れ
た
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
､
な
ど
の
諸
要
因
が
作
用
し
た
か
ら
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ

っ
て
深
刻
化
し
た
電
力
施
設
の
立
地
難
を
､
九
電
力
会
社
は
独
力
で
克
服

す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
｡
電
力
各
社
は
行
政
へ
の
依
存
を
強
め
る
こ

と
に
よ

っ
て
立
地
難
を
緩
和
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
り
､

1
九
七
四
年
の

電
源
三
法
の
公
布

･
施
行
は
'
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ

っ
た
｡

電
源
三
法
と
は
､

一
般
電
気
事
業
者
に
対
し
て
目
的
税
で
あ
る
電
源
開
発

促
進
税
を
課
す
電
源
開
発
促
進
税
法
'
そ
の
税
収
入
で
電
源
開
発
促
進
対

12
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策
特
別
会
計
を
設
け
る
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
､
お
よ
び
同
会

計
か
ら
指
定
さ
れ
た
自
治
体
に
対
し
て
公
共
用
施
設
の
整
備
に
充
当
す
る

交
付
金
を
支
給
す
る
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
の
'
三
つ
の
法
律
の

こ
と
で
あ
る
｡
電
源
三
法
制
定
の
目
的
は
'
地
元

へ
の
直
接
的
な
経
済
波

及
効
果
が
小
さ
い
と
い
う
難
点
を
解
消
し
'
発
電
所
立
地
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
を
地
元
へ
還
元
し
て
､
電
源
立
地
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
に
あ

っ
た
｡

電
源
三
法
だ
け
で
な
-
原
子
力
政
策
も
'
行
政
当
局

･
電
気
事
業
者
間

の
距
離
を
せ
ば
め
る
う
え
で
大
き
な
意
味
を
も

っ
た
｡
表
5
と
表
6
が
示

す
よ
う
に
'
九
電
力
会
社
は
'
石
油
危
機
以
降
､
原
子
力
発
電
と

L
N
G

(液
化
天
然
ガ
ス
)
火
力
発
電
に
重
点
を
お
い
て
'
電
源
の
脱
石
油
化
を

(43
)

推
進
し
た
｡
こ
の
う
ち
と
-
に
重
要
性
を
も

っ
た
の
は
原
子
力
開
発
で
あ

-
､

一
九
七
三
年
に
第

一
次
石
油
危
機
が
発
生
し
た
時
点
で
原
子
力
発
電

所
の
運
転
を
行

っ
て
い
た
の
は
､
九
電
力
会
社
の
う
ち
関
西
電
力
と
東
京

電
力
の
二
社
だ
け
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
､
二
十
年
後
の
九
三
年
に
は
北

陸
電
力
の
志
賀
原
子
力
発
電
所
が
稼
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
'
九

(44
)

社
す
べ
て
が
原
子
力
発
電
所
を
保
有
す
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
｢安
定
的
な

電
気
供
給
｣

を
至
上
命
題
と
し
て
掲
げ
た
九
電
力
会
社
は
､
第

1
次
石
油

危
機
当
時
の
石
油
輸
入
途
絶

へ
の
危
機
感
を
き

っ
か
け
に
し
て
'
原
子
力

開
発
に
全
力
を
あ
げ
る
に
い
た

っ
た
｡
そ
れ
は
､
｢
石
油
危
機
の
ト
ラ
ウ

マ
｣
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
状
況
で
あ

っ
た
が
､
九
電
力
会
社
が
推
進
し
た
原

子
力
開
発
は
'
け

っ
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
｡

と
言
う
の
は
'
原
子
力
発
電
の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
感
や
不
信
感
が
､

国
民
の
あ
い
だ
に
根
強
-
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
｡
十
分
な
国
民
的
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
ぬ
状
況
下
で
原
子
力
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
な

っ
た

九
電
力
会
社
は
'
行
政
当
局
に
よ
る
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
必
要
と
し

た
｡
こ
の
よ
う
な
脈
絡
で
､
原
子
力
政
策
は
､
行
政
当
局
と
電
気
事
業
者

と
の
あ
い
だ
の
距
離
を
せ
ば
め
る
意
味
合
い
を
も

っ
た
の
で
あ
る
｡

石
油
危
機
後
の
時
期
に
九
電
力
会
社
の
す
べ
て
が
原
子
力
開
発
を
重
点

的
に
追
求
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
､
電
源
構
成
の
同
質
化
は
'
さ
ら
に
徹
底

(
45)

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

｡

九
社
の
な
か
に
は
原
子
力
発
電
所
を
保
有
す
る

必
要
が
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
会
社
も
存
在
し
加
が
､
原
子
力
発
電

へ
の

反
対
運
動
に
対
し
て

1
枚
岩
的
に
立
ち
向
か
う
方
針
を
と

っ
た
九
電
力
会

社
サ
イ
ド
は
'
す
べ
て
の
会
社
が
原
子
力
発
電
所
を
保
有
す
る
こ
と
に
拘

泥
し
た
.
反
原
発
運
動

へ
の

1
枚
岩
的
対
抗
は
､
行
政
当
局

去
屯
気
事
業

者
間
で
も
'
九
電
力
各
社
間
で
も
観
察
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

一
九
七
四
-
九
四
年
の
時
期
に
は
､
行
政
当
局
と
九
電
力
会
社
と
の
あ

い
だ
の
距
離
が
せ
ば
ま

っ
た
だ
け
で
な
-
'
電
力
会
社
間
の
競
争
意
識
も

減
退
し
た
｡
表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
七
四
年
以
降
､
九
電
力
は
電
気

料
金
を
値
上
げ
す
る
際
に
も
'
値
下
げ
す
る
際
に
も
'
横
並
び
で
は
ぼ
い

っ
せ
い
に
行
動
す
る
よ
う
に
な

っ
た

(唯

1
の
例
外
は
'
北
海
道
電
力
が

(47
)

l
九
八

1
年
に
単
独
で
電
気
料
金
を
値
上
げ
し
た
こ
と
で
あ
る

)
.
前
章

で
述
べ
た
よ
う
に
'
高
度
経
済
成
長
期
に
は
電
気
料
金
値
上
げ
が
九
電
力

会
社

い
っ
せ
い
に
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
り
､
電
力
各
社
は
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
競
争
を
展
開
し
て
可
能
な
限
り
値
上
げ
を
他
社
よ
り
先
延
ば

し
し
よ
う
と
し
た
｡
し
か
し
､
電
気
科
金
の
い
っ
せ
い
改
定
が
常
態
化
し

た
石
油
危
機
以
降
の
時
期
に
は
､
料
金
改
定
面
で
の
差
別
化
を
め
ざ
し
パ

13
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フ
ォ
ー
マ
ン
ス
競
争
を
繰
-
広
げ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
減
退
し
た
の
で

あ
る
｡

論

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
､
石
油
危
機
後
の

一
九
七
四
-
九
四
年

の
時
期
に
は
､
九
電
力
会
社
は
､
相
互
間
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
失
い
､
行

政
へ
の
依
存
を
強
め
た
｡
原
油
価
格
の
上
昇
を
受
け
て
料
金
の
い
っ
せ
い

値
上
げ
を
繰
り
返
す
う
ち
に
､
深
刻
化
す
る
立
地
問
題
の
解
決
を
電
源
三

法
ス
キ
ー
ム
に
委
ね
る
う
ち
に
'
あ
る
い
は
､
反
原
発
運
動
に
対
抗
し
て

1
枚
岩
的
行
動
様
式
を
強
め
る
う
ち
に
､
地
域
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
競

争
は
弱
ま
-
､
行
政
と
の
距
離
は
せ
ば
ま

っ
た
｡
九
電
力
会
社
の
あ
い
だ

に
は
､
石
油
危
機
後
､
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
の
よ
う
に
私
企
業
性
の
後
退
と
で

(48
)

も
言
う
べ
き
傾
向
が
広
が
っ
た
の
で
あ
る
｡

行
政
へ
の
依
存
や
競
争
意
識
の
減
退
は
､
九
電
力
体
制
が
有
す
る
四
つ

の
特
徴

(○
民
営
'
0
発
送
配
電

三
貝
経
営
､
㊤
地
域
別
九
分
割
､
㊥
独

占
)
の
う
ち
､

O
や
㊤
の
も
つ
メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
は
作
用
し
な
-
な

っ

た
こ
と
を
意
味
し
た
｡
そ
れ
で
も
､
電
力
各
社
は
､

㊤･
㊤
･㊥
の
帰
結

で
.あ
る
各
地
域
で
の
電
気
供
給
責
任
を
全
う
L
t
｢安
定
的
な
電
気
供

給
｣
を
維
持
す
る
こ
と
に
は
力
を
注
い
だ
｡
た
だ
し
'

一
九
七
四
～
九
四

年
の
時
期
の

｢安
定
的
な
電
気
供
給
｣
は
'
前
の
時
期
の
そ
れ
と
は
異
な

-
､
｢低
廉
な
電
気
供
給
｣
を
と
も
な
う
も
の
で
は
な
か

っ
た
｡
つ
ま
-
'

こ
の
時
期
に
は
'
㊥
が
可
能
性
と
し
て
内
包
す
る
高
い
料
金
水
準
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
､
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た

｡
〇
･
㊤
･㊤
が
発
揮
す

る
メ
リ
ッ
ト
が
㊥
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
封
殺
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
十
分
に
作

用
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
､
九
電
力
体
制
全
役
に
わ
た
っ
て
電
気
事
業

経
営
の
自
律
性
は
後
退
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

四

自
律
性
の
再
構
築
-

一
九
九
五
年
以
降
1

本
章
で
は
､
電
気
事
業
法
が
四
十

一
年
ぶ
-
に
全
面
改
正
さ
れ
た

一
九

九
五
年
か
ら
､
九
電
力
体
制
が
五
十
周
年
を
迎
え
た
二
〇
〇
.一
年
ま
で
の

時
期
に
日
を
向
け
る
｡

一
九
八
〇
年
代
に
始
ま
-
'
九

〇
年
代
に
は
冒
本
社
会
の
各
分
野
に
波

及
し
た
規
制
撮
和
の
流
れ
は
'
や
が
て
､
電
気
事
業
を
も
そ
の
対
象
と
す

る
に
い
た
っ
た
｡
こ
の
流
れ
の
な
か
で
､

一
九
六
四
年
に
公
布
さ
れ
､
六

五
年
に
施
行
さ
れ
た
電
気
事
業
法
は
､
九
五
年
に
三
十

一
年
ぶ
り
に
全
面

改
正
さ
れ
た
｡
こ
の
電
気
事
業
法
の
大
幅
改
正
は
'
日
本
の
電
気
事
業
が

(49
)

新
た
に
自
由
化
の
時
代
を
迎
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
｡

T
九
九
五
年
の
改
正
電
気
事
業
法
は
'
四
月
に
公
布
さ
れ
､

1
二
月
に

施
行
さ
れ
た
｡
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
､
(
一
)
発
電
部
門
へ
の
新
規
参
入

の
拡
大
､
(l
l)
特
定
電
気
事
業
に
か
か
わ
る
制
度
の
創
設
'
(≡
)
料
金

規
制
の
改
善
､
緩
和
､
(四
)
電
気
事
業
者
の
自
己
責
任
の
明
確
化
に
よ

る
保
安
規
制
の
合
理
化
､
の
四
点
に
あ

っ
た
｡
こ
の
う
ち

(
一
)
は
､
卸

電
気
事
業
参
入
に
関
す
る
許
可
制
の
原
則
撤
廃
と
入
札
制
度
の
導
入
を
主

要

な

内

容

と

し

た
も

の

で
あ

-
'

こ
れ

を

受

け

て
､

I
P
P

(lndepeコden
t
Power
Prod
E
Ce
r)
と
呼
ば
れ
る
独
立
系
発
電
事
業
者

が
次
々
と
登
場
し
た
｡
ま
た

(二
)
は
､
電
力
小
売
販
売
事
業
を
可
能
に

す
る
た
め
の
制
度
を
新
設
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
さ
ら
に

(≡
)
は
､
負

荷
平
準
化
の
た
め
の
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
設
定
を
許
可
制
か
ら
届
出
制
に
改

14
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め
た
も
の
で
あ
り
､
同
時
に
､
経
営
効
率
化
の
度
合
い
を
比
較
査
定
し
や

す
-
す
る
ヤ
ー
ド
ス
テ
ィ
ッ
ク
査
定
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
地
域

独
占
の
大
枠
を
維
持
し
な
が
ら
も
'
電
力
会
社
間
の
間
接
的
な
競
争
を
促

進
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
も
も

っ
て
い
た
｡
最
後
に

(四
)
は
､
設
備
設

置
者
に
よ
る
自
主
検
査
制
度
の
導
入
と
､
国
の
直
接
関
与
の
重
点
化
､
必

要
最
小
限
化
を
柱
と
し
て
い
た
｡
要
す
る
に
'
こ
の
改
正
電
気
事
業
法
の

(50
)

眼
目
は
'
日
本
の
電
気
事
業
に
競
争
原
理
を
導
入
す
る
点
に
あ

っ
た
｡

電
気
事
業
法
は
'
そ
の
後
､

1
九
九
九
年
に
も
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
｡

こ
の
改
正
電
気
事
業
法
は
､
九
九
年
五
月
に
公
布
さ
れ
､
二
〇
〇
〇
年
三

月
に
施
行
さ
れ
た
｡
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
､
使
用
規
模
二
〇
〇
〇
k
W
以

上

･
1
1万
Ⅴ
特
別
高
圧
系
続
以
上
で
受
電
す
る
需
要
家

(特
別
高
圧
需
要

衣
)
を
対
象
に
電
力
小
売
を
部
分
的
に
自
由
化
し
小
売
部
門
に
も
競
争
原

理
を
本
格
的
に
導
入
し
た
こ
と
､
電
力
会
社
が
送
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
他

の
電
気
事
業
者
に
開
放
す
る
託
送
制
度
を
新
設
し
た
こ
と
'
電
気
科
金
の

引
下
げ
に
つ
い
て
は
許
可
制
か
ら
届
出
制
に
改
め
た
こ
と
'
電
気
事
業
者

に
対
す
る
兼
業
規
制
を
撤
廃
し
た
こ
と
t
な
ど
の
諸
点
に
あ

っ
た
｡
電
力

小
売
の
自
由
化
部
門
で
は
原
則
と
し
て
規
制
は
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
､
例
外
と
し
て
､
最
終
保
障
約
款
に
よ
る
電
力
供
給
は
認
め
ら
れ
た
｡

ま
た
､
規
制
対
象
部
門
の
需
要
家
に
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
'
供
給
原
価
を
自
由
化
部
門
と
規
制
部
門
に
区
分
L
t
部
門
別
収
支
を

明
確
に
す
る
こ
と
も
制
度
化
さ
れ
た
｡
そ
し
て
'
新
制
度
開
始
後
お
お
む

ね
三
年
経

っ
た
時
点

(
つ
ま
り
､
二
〇
〇
三
年
≡
月
ご
ろ
)
で
､
自
由
化

の
実
績
を
検
証
し
､
そ
の
後
の
方
向
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
｡
な
お
､

東
京
電
力
の
ケ
ー
ス
で
は
､
小
売
自
由
化
の
.対
象
と
な
っ
た
特
別
高
圧
需

(51
)

要
家
の
シ
ェ
ア
は
､
販
売
電
力
量
ベ
ー
ス
で
約
二
九
%
で
あ

っ
た
｡

1
九
九
五
年
と
九
九
年
の
電
気
事
業
法
の
大
幅
改
正
に
よ
っ
て
､
日
本

の
電
気
事
業
は
'
競
争
原
理
を
強
め
た
新
し
い
時
代
､
電
力
自
由
化
時
代

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
こ
の
よ
う
な
時
代
が
出
現
し
た
背
景
に
は
'

前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
な
､
｢
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
時
期
に
は
､

電
気
料
金
に
関
し
て
､
円
高
の
進
行
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
内
外
価
格
差

の
解
消
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
､
九
電
力
会
社
は
'
む
し
ろ
､
批
判
の
矢

面
に
立
た
さ
れ
た
｣
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
｡
つ
ま
り
'
電
気
科
金
に

対
す
る
強
い
値
下
げ
圧
力
が
､
電
力
自
由
化
時
代
の
到
来
を
も
た
ら
し
た

の
で
あ
る
｡

右
記
の
よ
う
な
経
緯
を
ふ
ま
え

一
九
九
五
-
二
〇
〇
1
年
の
時
期
に
九

電
力
会
社
と
沖
縄
電
力
は
'

一
九
九
六
年
､
九
八
年
七
二
〇
〇
〇
年
の
三

度
に
わ
た
っ
て
'
電
気
科
金
を
い
っ
せ
い
に
値
下
げ
し
た

(衣
-
)｡
こ

の
結
果
､

一
九
九
五
-
九
九
年
に
電
灯
総
合
単
価
は
､
わ
ず
か
な
が
ら
も

上
昇
傾
向
を
た
ど

っ
た
消
費
者
物
価
指
数
の
動
向
と
は
対
照
的
に
､
低
下

傾
向
を
維
持
し
た

(表
2
)｡
九
五
-
九
八
年
に
は
'
電
力
総
合
単
価
も

下
落
L
t
そ
の
低
下
率
は
'
同
時
期
の
卸
斉
物
価
指
数
の
低
下
率
よ
り
大

幅
で
あ

っ
た

(表
3
).
日
本
の
電
気
事
業
が
高
度
経
済
成
長
期
に
実
現

し
､
石
油
危
機
に
よ
っ
て
崩
壊
を
余
儀
な
-
さ
れ
た

｢低
廉
な
電
気
供

給
｣
は
､
こ
の
時
期
に
は
'
あ
る
程
度
再
構
築
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で

(52
)

き
る
O

電
力
自
由
化
時
代
を
迎
え
た

一
九
九
五
年
以
降
の
時
期
に
'
九
電
力
会

15



文

社
は
､
前
の
時
期
に
後
退
さ
せ
た
私
企
業
性
を
取
り
戻
す
こ
と
を
経
営
方

針
の
中
心
に
据
え
た
｡
例
え
ば
､
東
京
電
力
は
､

一
九
九
八
年
の

｢中
期

論

経
営
方
針
｣
の
な
か
で
､
｢
『お
客
様
と
株
主

.
投
資
家
か
ら
選
択
し
て
い

(53
)

た
だ
け
る
』
経
営
体
質
の
確
立
｣
を
前
面
に
押
し
出
し
､
北
陸
電
力
は
､

九
九
年
度
の

｢経
営
効
率
化
計
画
｣
に
お
い
て
､
｢信
頼
さ
れ
選
択
さ
れ

(
S
)

る

『北
陸
電
力
ブ

ラ
ン
ド
』
の
充
実
｣
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
た

0

こ
れ
ら
に
も
と
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
私
企
業
性
回
復
を
め
ざ
す
九
電
力
会

社
の
経
営
行
動
は
､
い
-
つ
か
の
重
要
な
帰
結
を
も
た
ら
し
た
｡

第

1
は
､
行
政
当
局
と
電
気
事
業
者
と
の
あ
い
だ
の
距
離
が
再
び
広
が

-
始
め
た
こ
と
で
あ
る
｡
そ
も
そ
も
電
力
自
由
化
と
は
､
電
気
事
業
に
対

す
る
行
政
サ
イ
下
の
関
与
を
縮
小
し
ょ
う
と
す
る
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
｡

ま
た
､
自
由
化
の
進
め
方
を
め
ぐ

っ
て
､
行
政
当
局
と
電
力
業
界
と
の
あ

い
だ
に
亀
裂
が
生
じ
た
こ
と
も
､
注
目
に
値
す
る
｡

第
二
は
､
九
電
力
各
社
が
競
争
意
識
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
｡
電
力
自
由
化
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て
日
本
の
電
力
業
界
で
も
市
場
競

争
が
開
始
さ
れ
た
が
､
そ
れ
は
､
既
存
の
電
力
会
社
と
I
P
P
と
の
あ
い

だ
だ
け
で
な
-
､
九
電
力
会
社
相
互
間
で
も
展
開
さ
れ
た
｡
こ
の
時
期
の

九
電
力
会
社
間
の
競
争
は
'

一
九
五

一
-
七
三
年
の
時
期
に
み
ら
れ
た
間

接
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
競
争
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
'
直
接
的
な
市
場
争

奪
競
争
を
も
内
包
し
て
い
た
｡

第
三
は
､
九
電
力
会
社
の
横
並
び
志
向
に
変
化
の
兆
し
が
み
ら
れ
､
個

性
的
な
経
営
行
動
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
冬
季

ピ
ー
ク
の
継
続
､
高
い
年
負
荷
率
､
電
灯
使
用
電
力
量
の
大
き
な
ウ
ェ
イ

ト
な
ど
､
他
の
人
社
と
異
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
需
要
構
造
を
も
つ
北
海
道
電

力
が
､
時
間
帯
別
電
灯
料
金
制
度

｢ド
リ
ー
ム
八
｣
の
普
及
等
に
力
を
入

(55
)

れ
､
電
灯
需
要
家
向
け
営
業
の
面
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
は
､
そ

の

一
事
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
｡
経
営
史
学
会
第
三
十
七
回
全
国
大

会
で
統

一
論
題
の
問
題
提
起
を
行

っ
た
宮
本
又
郎
は
､

一
九
九

〇
年
代
に

九
電
力
会
社
の
経
営
諸
指
標
が
分
散
傾
向
を
強
め
た
事
実
を
指
摘
し
た
が
､

こ
の
事
実
は
､
当
該
期
に
九
電
力
各
社
が
個
性
的
な
経
営
行
動
を
と
-
始

(56
)

め
た
こ
と
と
整
合
的
で
あ
る
｡

そ
も
そ
も
､
電
力
自
由
化
の
動
き
が
生
じ
た
の
は
､
九
電
力
体
制
が
有

す
る
四
つ
の
特
徴

(0
民
営
､
㊤
発
送
配
電

一
貫
経
営
､
㊤
地
域
別
九
分

割
､
㊥
独
占
)
の
う
ち
､
㊥
の
も
た
ら
す
デ
メ
リ
ッ
ト

(競
争
の
欠
如
に

よ
る
料
金
水
準
の
高
さ
)
に
対
す
る
社
会
的
批
判
が
高
ま

っ
た
か
ら
で
あ

っ
た
｡
そ
の
た
め
､
電
力
各
社
は
､

〇･
㊤
･㊤の
メ
リ
ッ
ー
で
㊥
の
デ

メ
リ
ッ
ト
を
抑
制
す
る
電
気
事
業
経
営
の
自
律
性
を
再
構
築
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
た
｡

一
九
九
五
年
以
降
'
九
電
力
会
社
が
私
企
業
性
の
回
復
に
力

を
注
い
だ
の
は
､
電
気
事
業
経
営
の
自
律
性
を
再
構
築
し
よ
う
と
し
た
か

ら
で
あ

っ
た
｡
こ
の
再
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
は
'
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
｡

五

結
び
に
か
え
て
ー

九
電
力
体
制
の
未
栗

-

本
稿
の
課
題
は
､
経
営
史
の
立
場
か
ら
九
電
力
体
制
の
五
十
年
を
評
価

し
二
a
)､
そ
の
未
来
を
展
望
す
る

(b
)
こ
と
に
あ

っ
た
｡
電
気
事
業

再
編
成
に
よ
っ
て

一
九
五

一
年
に
生
み
出
さ
れ
た
九
電
力
体
制
の
特
徴
は
､

○
民
営
､

㊤
発
送
配
電

一
貫
経
営
'
㊤
地
域
別
九
分
割
､
㊥
独
占
､
の
四

16
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点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
､
本
稿
で
は
､
こ
こ
ま
で
､

〇
･

㊤
･

㊤

の
メ
リ
ッ
ト
が
㊥
の
内
包
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
制
御
す
る
こ
と
を

｢電
気

事
業
経
営
の
自
律
性
｣
と
呼
び
､
そ
れ
が
い
か
に
変
遷
し
た
か
に
つ
い
て

分
析
す
る
と
い
う
方
法
で
t

a
の
課
題
に
取
-
組
ん
で
き
た
O
分
析
を
通

じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
結
論
は
､
九
電
力
体
制
の
五
十
年
は
七
三
-
七
四

年
の
第

1
次
石
油
危
機
と
九
五
年
の
電
気
事
業
法
全
面
改
正
と
を
画
期
に

し
て
三
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
､
第

一
期
の
五

一
-
七
三
年
に
は
電
気
事

業
経
営
の
自
律
性
が
発
揮
さ
れ
た
が
'
第
二
期
の
七
四
-
九
四
年
に
は
電

気
事
業
経
営
の
自
律
性
が
後
退
し
､
第
三
期
の
九
五
年
以
降
の
時
期
に
は

電
気
事
業
経
営
の
自
律
性
の
再
構
築
が
め
ざ
さ
れ
た

(そ
し
て
､
現
在
も

め
ざ
さ
れ
て
い
る
)
､
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
｡

そ
れ
で
は
'
五
十
年
を
経
た
九
電
力
体
制
は
､
今
後
､
ど
の
よ
う
な
道

を
た
ど
る
の
だ
ろ
う
か
｡
本
稿
の
結
び
に
か
え
て
'
以
下
で
は
､
b
の
課

港

(九
電
力
体
制
の
未
来
の
展
望
)
に
か
か
わ
る
論
点
を
掘
り
下
げ
る
こ

と
に
す
る
｡

日
本
で
は
'
第

1
次
石
油
危
機
以
降
の
時
期
に
電
気
事
業
経
営
の
自
律

性
が
後
退
し
た

(別
言
す
れ
ば
､
上
記
の
0
･

㊤
･◎の
メ
リ
ッ
ト
が
減

退
し
㊥
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
顕
在
化
し
た
)
事
実
を
ふ
ま
え
て
､

一
九
九
〇

年
代
半
ば
か
ら
､
電
力
自
由
化
問
題
と
し
て
､
㊥

(独
占
)
の
見
直
し
を

め
ざ
す
動
き
が
強
ま

っ
た
｡
電
気
事
業
再
編
成
の
固
有
の
意
義
は
､
直
前

の
電
力
国
家
管
理
と
比
較
し
た
場
合
､
○

(民
営
)
と

㊤
(発
送
配
電

一

貫
経
営
)
を
実
現
し
た
点
､
お
よ
び
㊤

(地
域
別
九
分
割
)
を
徹
底
し
た

点
に
あ

っ
た
か
ら
､
電
力
自
由
化
が
㊥
を
問
題
に
し
て
い
る
限
り
で
は
､

電
力
自
由
化
と
電
気
事
業
再
編
成
と
は
原
理
的
に
大
き
-
矛
盾
す
る
も
の

で
は
な
い
と
も
言
え
る
｡
た
だ
し
､
今
後
の
展
開
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
､

電
力
自
由
化
が
､
㊥
の
よ
-
徹
底
的
な
改
変
と
関
連
し
て
､
㊤
や
㊤
の
根

本
的
な
再
検
討
に
ま
で
進
展
す
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る

(発
送
配
電

を
分
断
す
る
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
実
施
や
電
力
小
売
市
場
の
完
全
自
由

化
に
よ
る
地
域
分
割
の
終
蔦
)
O
電
力
自
由
化
が

㊤
や
㊤
の
本
格
的
な
改

変
に
着
手
し
た
と
き
に
初
め
て
､
電
力
自
由
化
と
電
気
事
業
再
編
成
と
は

(57
)

原
理
的
に
相
克
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
｡

日
本
に
お
け
る
電
力
自
由
化
は
､
ま
だ
'
そ
の
途
上
に
あ
る
｡
二
〇
〇

三
年
に
は
い
ま

一
度
の
制
度
改
定
が
予
定
さ
れ
'
自
由
化
の
範
囲
が
さ
ら

に
拡
大
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
｡
電
力
自
由
化
は
'

㊤
(発
送
配
電

一
貫

経
営
)
や
㊤

(地
域
別
九
分
割
)
の
本
格
的
な
改
変
に
ま
で
行
き
着
-
の

だ
ろ
う
か
｡
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
う
え
で
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
'

電
力
業
に
お
け
る
規
模
の
経
済
性
と
垂
直
競
合
の
経
済
性
の
あ
-
方
で
あ

る
O
㊤
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
わ
が
国
の
九
電
力
会
社
は
､
国
際
的
に

(58
)

み
て
き
わ
め
て
大
規
模
な
電
気
事
業
者
で
あ
り
､
㊤
と
規
模
の
経
済
性
と

は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
｡
ま
た
'

◎
と
垂
直
統
合
の
経
済
性
と
が
深
-

か
か
わ
り
あ

っ
て
い
る
こ
と
は
'
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
｡

最
近
の
日
本
の
電
力
業
に
お
け
る
規
模
の
経
済
性
と
垂
直
統
合
の
経
済

(59
)

性
の
あ
-
方
を
め
ぐ

つ
て
は
､
い
-
つ
か
の
実
証
的
分
析
が
存
在
す
る
｡

こ
れ
ら
の
分
析
の
結
論
は
'
細
部
で
は
異
な
る
点
も
あ
る
が
､
大
筋
に
お

い
て
は

1
致
し
て
い
る
｡
そ
れ
は
､
,(
一
)
発
電
部
門
で
の
規
模
の
経
済

性
は
地
域
差
を
残
し
っ
つ
も
総
じ
て
消
滅
に
向
か
っ
て
い
る
'
(こ

そ
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れ
と
は
対
照
的
に
送
配
電
部
門
で
の
規
模
の
経
済
.性
は
縮
小
傾
向
に
あ
る

も
の
の
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
'
(≡
)
垂
直
統
合
の
経
済
性
も
縮
小
傾

(60
)

論

向
に
は
あ
る
が
継
続
し
て
い
る
､
の
三
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

日
本
に
お
け
る
電
力
業
の
今
後
の
産
業
組
織
に
つ
い
て
は
図
1
の
よ
う

な
四
つ
の
モ
デ
ル
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
､
モ
デ
ル
Ⅰ
と
モ
デ
ル

Ⅱ
は

〓

)
の
点
か
ら
み
て
'
モ
デ
ル
Ⅱ
と
モ
デ
ル
Ⅳ
は

(≡
)
の
点
か

(
61)

ら
み
て
､
そ
れ
ぞ
れ
適
切
で
な
い
可
能
性
が
高
い

｡

残
る
の
は
モ
デ
ル
Ⅲ

で
あ
る
が
､
こ
の
モ
デ
ル
の

一
つ
の
柱
で
あ
る
小
売
部
門
の
競
争
自
由
化

に
つ
い
て
は
､
(二
)
の
事
実
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
｡
し
か
し
､

(二
)
の
送
配
電
部
門
の
規
模
の
経

済
性
は
主
と
し
て
送
電
部
門
の
規
模

地
域
別
九
分
割
維
持

発送配電一貫経営維持

lモデルⅡl lモ デ ル Ⅰ l

I しヽ＼ /'

lモデルⅣl lモデルⅡl

発送配電一貫経営廃止

日本における電力業の今後の産業組織

地
域
別
九
分
割
廃
止

図 1

の
経
済
性
に
よ
る
も
の
だ
と
見
込
ま

れ
る
こ
と

(従

っ
て
､
小
売
部
門
の

競
争
を
自
由
化
し
て
も
問
題
は
な
い

こ
と
)
､
二

〇
〇
〇
年
か
ら
す
で
に

電
力
小
売
の
部
分
自
由
化
が
開
始
さ

れ
電
気
料
金
低
下
な
ど
の
効
果
を
あ

げ
つ
つ
あ
る
こ
と
､
な
ど
を
考
え
合

わ
せ
る
と
､
現
状
で
は
､
モ
デ
ル
Ⅲ

が
最
も
望
ま
し
い
日
本
電
力
業
の
将

来
像
だ
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き

(62
)

る
｡
別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
､
｢
日

本

に
お
け
る
電
力
自
由
化
は
､
㊤

(発
送
配
電

一
貫
経
営
)
や
㊤

(地
域
別
九
分
割
)
の
本
格
的
な
改
変
に

ま
で
行
き
着
-
の
だ
ろ
う
か
｣
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
'
｢㊤
が
改
変

さ
れ
､

㊤
は
改
変
さ
れ
な
い
の
が
､
今
の
と
こ
ろ
望
ま
し
い
｣
と
答
え
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
｡

日
本
の
電
力
自
由
化
が

｢㊤
が
改
変
さ
れ
､
◎
は
改
変
さ
れ
な
い
｣
道

を
た
ど
る
の
だ
と
す
れ
ば
､
九
電
力
体
制
が
も

つ
四
つ
の
特
徴
の
う
ち
'

0

(民
営
)
と

㊤
(発
送
配
電

一
貫
経
営
)
は
継
続
し
､
㊤

(地
域
別
九

分
割
)
と
㊥

(独
占
)
は
改
変
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
場
合
'
企
業

間
競
争
の
中
心
的
な
あ
り
方
と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
来
る
の
は
､

I
P

p

(独
立
系
発
電
事
業
者
)
の
新
規
参
入
に
よ
る
競
争
激
化
と
い
う
絵
柄

(
63
)

よ
り
も
'
九
電
力
会
社
相
互
の
市
場
争
奪
戦
と
い
う
構
図
で
あ
る

｡

九
電

力
各
社
は
､
第

一
次
石
油
危
機
以
降
の
時
期
に
後
退
さ
せ
た
競
争
意
識
を

敬
-
戻
し
､
さ
ら
に
ヤ
ー
ド
ス
テ
ィ
ッ
ク
競
争
な
い
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

競
争
の
域
を
逸
脱
し
て
､
直
接
的
な
市
場
競
争
を
本
格
化
さ
せ
る
可
能
性

が
高
い
｡
そ
れ
に
よ
っ
て
既
存
の
九
電
力
体
制
は
大
き
-
変
容
す
る
で
あ

(
64)

ろ
う

が
､
変
容
を
も
た
ら
す
担
い
手
は
あ
-
ま
で
九
電
力
各
社
そ
れ
自
身

で
あ
る
｡
つ
ま
-
､
電
力
自
由
化
が

｢㊤
が
改
変
さ
れ
'

㊤
は
改
変
さ
れ

な
い
｣
道
を
た
ど
る
こ
と
は
､
言
う
な
れ
ば
､
九
電
力
体
制
が
発
展
的
な

解
消
を
と
げ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
｡

こ
こ
で
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
､
電
力
自
由
化
が
､
需
要
家
や

新
規
参
入
者
だ
け
で
な
-
､
九
電
力
各
社
等
の
既
存
の
電
気
事
業
者
に
と

っ
て
も
､
対
応
の
し
か
た
に
よ
っ
て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
I
を
も
た
ら
す
こ

と
で
あ
る
｡
各
電
力
会
社
に
と

っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
'
経
営
の
自
由
度
が

18
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拡
大
す
る
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
電
力
自
由
化
が
進
め
ば
､
電
力

会
社
は
､
既
存
の
供
給
区
域
を
越
え
て
電
気
供
給
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
｡

自
主
的
判
断
に
よ
り
需
要
家
と
契
約
を
締
結
で
き
る
よ
う
に
な
る
｡
料
金

･

メ
ニ
ュ
ー
を
豊
富
化
し
'
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
｡
利
益
処
分
に
関
す
る
選
択

肢
も
広
が
り
､
料
金
引
下
げ
か
内
部
留
保
か
を
戦
略
的
に
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
る
｡
設
備
形
成
に
つ
い
て
も
多
様
な
選
択
肢
が
生
ま
れ
､
投
資
リ

ス
ク
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
幅
が
広
が
る
｡
さ
ら
に
'
兼
業
規
制
の
廃
止
に

よ
っ
て
'
事
業
多
角
化
が
可
能
と
な
-
､
経
営
資
源
を
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
｡
端
的
に
言
え
ば
'
電
力
自
由
化
は
､
九
電
力
各
社
に
と

っ

(
65)

て
､
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
あ
る

｡

し
か
し
'
こ
こ
で
は
同
時
に
､
チ
ャ
ン
ス
に
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ

ー
や
ピ
ン

チ
ラ
ン
ナ
ー
が
登
場
す
る
英
語
の
ニ
ユ
.ア
ン
ス
が
示
す
よ
う
に
'
チ
ャ
ン

ス
と
ピ
ン
チ
と
は
､
多
-
の
場
合
'
表
裏

｢
体
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

(
66)

な
ら
な
い
｡
日
本
電
力
産
業
史
に
お
け
る
い
-
つ
か
の
失
敗
事
例

が
示
す

よ
う
に
､
私
企
業
性
を
後
退
さ
せ
た
ま
ま
守
旧
的
姿
勢
を
と
る
電
力
会
社

が
あ
る
と
す
れ
ば
､
そ
の
よ
う
な
企
業
は
､
自
由
化
の
激
動
の
中
で

一
敗

地
に
ま
み
れ
ざ
る
を
え
な
い
｡

一
万
㌧
本
来
の
私
企
業
性
を
取
-
戻
し
'

そ
れ
を
大
い
に
発
揮
し
て
､
経
営
革
新
を
断
行
す
る
電
力
会
社
に
と

っ
て

は
'
自
由
化
は
'
事
業
基
盤
拡
充
と
企
業
体
質
強
化
を
達
成
し
'
電
気
料

金
引
下
げ
等
の
消
費
者
便
益
の
向
上
を
図
る
条
件
を
獲
得
す
る
う
え
で
､

(67
)

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
｡
両
者
を
分
か
つ
の
は
､
経
営
革
新
に
取
り
組

む
気
概
の
有
無
へ
経
営
革
新
そ
れ
自
体
の
成
否
な
の
で
あ
る
｡

電
力
自
由
化
が
進
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
は
､
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
て
､
経
営
革
新
に
取
り
組
み
'
事
業
基
盤
拡
充
と
企
業
体
質

強
化
を
通
じ
て
消
費
者
便
益
の
向
上
を
実
現
す
る
電
力
会
社
が
'
九
電
力

会
社
の
な
か
か
ら
出
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
｡
そ
れ
は
'
｢九
電
力
体
制

の
発
展
的
解
消
｣
と
呼
ぶ
べ
き
方
向
性
で
あ
る
が
､
そ
の
た
め
に
は
'
既

述
の
よ
う
に
､
電
力
自
由
化
に
よ
っ
て
､
｢九
電
力
体
制
が
も

つ
四
つ
の

特
徴
の
う
ち
'

0
(民
営
)
と

0
(発
送
配
電

1
貫
経
営
)
は
継
続
し
'

令

(地
域
別
九
分
割
)
と
㊥

.(独
占
)
は
改
変
さ
れ
る
｣
よ
う
な
状
況
t

よ
り
端
的
に
言
え
ば
､
｢㊤
が
改
変
計
れ
'

㊤
は
改
変
さ
れ
な
い
｣
よ
う

な
状
況
が
現
出
す
る
こ
と
が
'
前
提
と
な
る
｡
し
か
し
'
現
実
に
は
､
九

電
力
各
社
が
対
応
を
誤
り
､
電
力
自
由
化
が

｢㊤
だ
け
で
な
く

㊤
を
も
改

変
す
る
｣
道
を
歩
む
可
能
性
も
あ
る
｡
｢
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
｣
と
呼
ば

れ
る
発
送
配
電
分
断
の
道
が
､
そ
れ
で
あ
る
｡
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
実

施
は
'
｢九
電
力
体
制
の
発
展
的
解
消
｣
で
は
な
-
､
｢九
電
力
体
制
の
突

然
死
｣
を
意
味
す
る
.0

こ
.の
点
に
関
連
し
て
問
題
と
な
る
の
は
､
目
下
の
と
こ
ろ
電
力
自
由
化

へ
の
九
電
力
各
社
の
対
応
が
､
東
京
電
力
の
よ
う
な
先
進
的
な
ケ
ー
ス
で

も
'
投
資
抑
制
に
よ
る
企
業
体
質
強
化
と
い
う
短
期
的
対
応
の
域
を
出
て

(68
)

い
な
い
点
で
あ
る
｡
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
に
対
し
て
は
'
そ
れ
が
不
確
実

性
を
増
大
さ
せ
設
備
投
資
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
退
さ
せ
る
こ

(69
)

と
が
､
重
大
な
問
題
点
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
｡
逆
に
言
え
ば
､

ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
に
反
対
し
発
送
配
電

一
貫
体
制
の
堅
持
を
強
-
主
張

す
る
九
電
力
各
社
が
世
論
の
支
持
を
得
る
た
め
に
は
､
垂
直
統
合
を
維
持
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し
た
場
合
に
は
こ
の
よ
う
に
有
用
な
設
備
投
資
が
可
能
と
な
る
と
い
う
'

(
70
)

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る

｡

に
も
か

論

か
わ
ら
ず
､
電
力
各
社
が
設
備
投
資
の
抑
制
に
注
力
し
て
い
て
は
､
自
ら

(
71)

の
主
張
の
拠

っ
て
立
つ
基
盤
を
掘
り
崩
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

｡

さ
き

に

｢九
電
力
各
社
が
対
応
を
誤
-
､
電
力
自
由
化
が

『㊤
だ
け
で
な
-

令

を
も
改
変
す
る
』
道
を
歩
む
可
能
性
も
あ
る
｣
と
指
摘
し
た
の
は
､
こ
の

よ
う
な
事
情
を
考
慮
に
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
｡

い
ず
れ
に
し
て
も
､
現
時
点
で
は
､
電
力
自
由
化
を
通
じ
て
日
本
の
電

力
業
が

｢九
電
力
体
制
の
発
展
的
解
消
｣
の
方
向

へ
進
む
の
か
'
｢九
電

力
体
制
の
突
然
死
｣
の
道
を
た
ど
る
の
か
､
明
言
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

(72
)

あ
る
｡
こ
こ
ま
で
､
九
電
力
体
制
の
五
十
年
に
関
す
る
経
営
史
的
評
価
を

ふ
ま
え
て
､
九
電
力
体
制
の
未
来
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
､
こ
れ
以
上

の
議
論
の
展
開
は
､
現
実
の
進
展
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(73
)

[二
〇
〇
二
年
二
月
二
八
日
脱
稿

]

(1
)

｢九
電
力
体
制
｣
は
'

一
九
八
八
年

一
〇
月
の
沖
縄
電
力
の
民
営
化
に
よ

っ
て
､
｢
一
〇
電
力
体
制
｣

へ
移
行
し
た
｡
し
か
し
'
本
稿
で
は
､
行
論
の

ね
ら
い
が
五
十
年
間
を
通
じ
た
歴
史
的
評
価
に
あ
る
た
め
､
八
八
年
以
降
の

時
期
に
つ
い
て
も
､
検
討
対
象
を
基
本
的
に
は
沖
縄
電
力
を
除
-

｢九
電
力

体
制
｣
､
｢九
電
力
会
社
｣
に
限
定
し
た
｡

(2
)

本
稿
は
､
二
〇
〇
一
年

一
〇
月
に
大
阪
大
学
で
開
催
さ
れ
た
経
営
史
学
会

第
三
十
七
回
全
国
大
会
で
筆
者

(橋
川
)
が
行
っ
た
統

一
論
題

(全
体
の
論

題
は

｢電
気
事
業
再
編
成
五
十
年
｣
)
報
告

｢九
電
力
体
制
と
東
京
電
力
の

五
十
年
｣

に
､
大
幅
な
加
筆
､
補
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
｡
同
報
告
を
行

っ
た
際
に
は
､
多
-
の
方
々
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
が
､
そ

れ
ら
は
､
本
稿
の
論
旨
を
精
微
化
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
貴
重
な
意
味
を
も

っ
た
｡
特
記
し
て
､
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
に
謝
意
を
表
し
た
い
｡

ま
た
､
本
稿
は
'
東
京
電
力
株
式
会
社

(日
本
経
営
史
研
究
所
制
作
)

『関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』
二
〇
〇
二
年
､
北
陸
電
力
株
式
会
社

『北
陸
電
力
五
十
年
史
』
二
〇
〇
一
年
'
お
よ
び
北
海
道
電
力
株
式
会
社

『北
の
あ
か
-
を
灯
し
続
け
て

北
海
道
電
力
五
十
年
の
歩
み
』

二
〇
〇
一

年
､
の
執
筆
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
知
見
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
も
特
記
し
て
､
こ
れ
ら
の
地
方
電
気
事
業
史
や

会
社
史
の
関
係
者
各
位
に
謝
意
を
表
し
た
い
｡
以
下
で
'
典
拠
と
し
て
言
及

す
る
こ
れ
ら
三
つ
の
文
献
の
該
当
箇
所
は
'

一
箇
所

(『関
東
の
電
気
事
業

と
東
京
電
力
』
の
七

〇
八
-
七

〇
九
頁
)
を
除
い
て
､
筆
者
自
身
が
執
筆
し

た
部
分
で
あ
る
｡

な
お
､
筆
者
は
､
こ
れ
ま
で
に
､
右
記
の
地
方
電
気
事
業
史
や
会
社
史
の

ほ
か
に
も
､
関
西
電
力
株
式
会
社

『関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』

一
九
八

七
年
'
中
部
電
力
株
式
会
社

『中
部
地
方
電
気
事
業
史
』

一
九
九
五
年
'
北

陸
電
力
株
式
会
社

『北
陸
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』

一
九
九
八
年
､
中
部
電

力
株
式
会
社

『時
の
遺
産

中
部
地
方
電
気
事
業
史
料
目
録
集
』

二
〇
〇
一

年
t
の
編
纂
に
関
与
し
て
き
た
C

(3
)

電
気
事
業
再
編
成
に
関
し
て
は
'
そ
れ
を
電
力
国
家
管
理
の
部
分
的
手
直

し
と
み
な
す
議
論
が

一
部
に
存
在
す
る

(室
田
武

『電
力
自
由
化
の
経
済

学
』
宝
島
社
､

一
九
九
三
年
'

一
九
五
頁
､
お
よ
び
白
木
沢
涼
子

｢書
評

梅
本
哲
世
著

『戦
前
日
本
資
本
主
義
と
電
力
』
｣
『日
本
史
研
究
』
第
四
六
五

号
､
二
〇
〇
一
年
､
六
七
頁
参
照
)
｡
し
か
し
､
こ
の
よ
う
な
議
論
は
､
○

電
気
事
業
再
編
成
が
電
力
国
家
管
理
継
承
派
の
激
し
い
抵
抗
を
押
し
切
っ
て

実
現
さ
れ
た
こ
と
､
㊤
こ
れ
と
は
逆
に

一
九
三
〇
年
代
末
に
は
'
電
力
国
家

管
理
が
の
ち
の
電
気
事
業
再
編
成
推
進
派
を
含
む
多
-
の
電
気
事
業
者
の
強

い
反
対
を
抑
え
込
ん
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
､
㊤
電
気
事
業
再
編
成
後
に
採
用
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さ
れ
た
電
力
行
政
の
基
本
的
枠
組
み
は
､
国
営
方
式
に
も
と
づ
く
電
力
国
家

管
理
下
の
そ
れ
を
継
永
し
た
も
の
で
は
な
-
'
国
家
管
理
以
前
の
民
営
方
式

を
前
提
と
す
る

一
九
二
二

年
改
正
電
気
事
業
法
下
の
そ
れ
を
継
承
し
た
も
の

で
あ

っ
た
こ
と
､
な
ど
の
歴
史
的
事
実
を
等
閑
視
し
て
い
る
点
で
､
リ
ア
リ

テ
ィ
に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
｡
電
気
事
業
再
編
成
を
電
力
国
家
管

理
の
部
分
的
手
直
し
と
み
な
す
議
論
は
'
九
電
力
体
制
が
あ
た
か
も
戦
時
体

制
の
遺
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
が
､
そ
の
よ
う

な
誤
解
は
､
今
日
問
題
と
な

っ
て
い
る
電
力
自
由
化
を
め
ぐ
る
議
論
を
間
違

っ
た
方
向
に
導
-
危
険
性
を
も

つ
｡
そ
れ
は
､

1
九
九

〇
年
代
半
ば
に
市
場

主
義
が
台
頭
し
た
際
､
｢
1
九
四

〇
年
体
制
｣
論
や

｢戦
時
期
源
流
｣
説
の

よ
う
な
戦
後
日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
戦
時
体
制
の
遣
物
と
み
な
す
､
わ
か

り
や
す
い
が
不
正
確
な

｢歴
史
観
い
が
論
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
た
状
況
を
坊

沸
さ
せ
る

(こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
橋
川
武
郎

｢
日
本
の
企
業
シ
ス
テ
ム
と

『市
場
主
義
』
｣
『組
織
科
学
』
第
三
二
巻
第
二
号
､

一
九
九
八
年
'
参
照
)
0

な
お
､
電
力
自
由
化
に
つ
い
て
は
､
そ
れ
が
電
気
事
業
再
編
成
の
成
果
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
-
'
電
気
事
業
再
編
成
の
重
要
な

一
側
面
で
あ

っ
た
私

企
業
性
の
発
揮
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
す
る
必
要
が

あ
る
｡

(4
)

配
電
部
門
の
地
域
別
九
分
割
と
独
占
が
確
立
し
た
の
は
､
第
二
次
国
家
管

理
の

1
環
と
し
て
遂
行
さ
れ
た

一
九
E
I二
年
の
配
電
統
合
に
よ
っ
て
で
あ
る
0

ま
た
'
配
電
統
合
後
も
､
発
送
電
部
門
で
は
'
地
域
独
占
で
は
な
-
'
第

一

次
国
家
管
理
に
よ

っ
て

一
九
三
九
年
に
発
足
し
た
日
本
発
送
電
に
よ
る
全
国

独
占
が
継
続
さ
れ
た
｡
こ
こ
で
､
㊤
の
地
域
別
九
分
割
に
つ
い
て
は

｢部
分

的
連
続
｣
､
⑳
の
独
占
に
つ
い
て
は

｢連
続
｣
と
い
う
評
価
を
下
し
た
の
は
'

こ
の
た
め
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
､

一
連
の
経
緯
を
ふ
ま
え
れ
ば
'
厳
密
に

は
､
｢発
送
電
部
門
の
独
占
と
い
う
面
で
電
気
事
業
再
編
成
と
電
力
国
家
管

理
は
連
続
し
て
お
り
'
配
電
部
門
の
地
域
別
九
分
割
と
独
占
と
い
う
面
で
電

●
●
●

気
事
業
再
編
成
と
第
二
次
国
家
管
理
は
連
続
し
て
い
る
｣
七
言
う
べ
き
で
あ

.ケ
つ
.
な
お
､
配
電
統
合
に
関
し
て
は
､
電
力
国
家
管
理
に
反
対
す
る
立
場

を
と
る
電
気
事
業
者
が
､
事
前
に
全
国
各
地
域
で
'
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ベ
ー
ス

で
配
電
事
業
の
統
合
を
進
め
て
い
た
事
実
を
見
落
す
べ
き
で
は
な
い
｡
こ
の

点
に
つ
い
て
は
､
橋
川
武
郎

『日
本
電
力
業
の
発
展
と
桧
永
安
左
ヱ
門
』
名

古
屋
大
学
出
版
会
､

一
九
九
五
年
､
二
〇
八
､
三
八

〇
､
三
九
五
頁
参
照
｡

(5
)

た
だ
し
'
後
述
す
る
よ
う
に
､
今
後
の
電
力
自
由
化
の
進
展
具
合
に
よ

っ

て
は
'
㊥
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消
す
る
た
め
に
'
⑳
だ
け
で
な
-
◎
と
㊤
の

再
検
討
が
行
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
｡

(6
)

具
体
的
に
は
､
電
気
を
生
産
､
販
売
す
る
た
め
必
要
な
す
べ
て
の
費
用
に

適
正
な
利
潤
を
加
え
て
総
括
原
価
を
算
定
し
､
そ
れ
と
電
気
の
販
売
収
入
と

が
等
し
-
な
る
よ
う
に
料
金
を
設
定
す
る
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
た
｡
た
だ

し
､
現
状
で
は
､
総
括
原
価
主
義
に
も
と
づ
-
料
金
認
可
制
は
'

一
九
九
五

年
に
始
ま

っ
た
電
力
自
由
化
に
よ
っ
て
､
そ
の
適
用
範
囲
が
徐
々
に
狭
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
Q

(7
)

こ
こ
で
の
独
占
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
料
金
認
可
制
と
の
関
係
に
関
す
る
記
述

は
､
経
営
史
学
会
第
三
十
七
回
全
国
大
会
で
の
筆
者
の
報
告
に
対
す
る
長
谷

川
信
の
コ
メ
ン
ト
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
｡

(8
)

料
金
認
可
制
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
､
電
気
料
金
が
値
上
げ
さ
れ
た

1
九
五

1
-
人

1
年
の
局
面
に
お
い
て
､.
(
1
)
値
上
げ
自
体
を
行
い
に
-
-
す
る
､

(二
)
値
上
げ
幅
を
抑
制
す
る
､
と
い
う
二
つ
の
意
味
で
作
用
し
た
｡
こ
の

う
ち

(二
)
の
点
は

一
貫
し
て
意
味
を
も

っ
た
が
'
(
一
)
の
点
が
作
用
し

た
の
は
､
九
電
力
各
社
が
個
別
に
電
気
料
金
を
値
上
げ
し
た
五
七
-
七
三
年

の
時
期
に
限
定
さ
れ
た
o
つ
ま
り
へ
七
四
年
以
降
の
時
期
に
は

(
1
)
の
点

は
意
味
を
も
た
な
-
な

っ
た
の
で
あ
り
'
こ
こ
で

｢料
金
認
可
制
に
よ
る
チ

ェ
ッ
ク
は
､
あ
る
時
期
か
ら
有
効
に
作
用
し
な
-
な

っ
た
｣
と
述
べ
た
の
は
､

こ
の
事
実
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
｡
.

(9
)

｢電
気
事
業
経
営
の
自
律
性
｣
と
い
う
概
念
で
九
電
力
体
制
を
評
価
し
ょ

う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
'
橋
本
寿
朗
の
指
摘
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
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文

の
点
に
つ
い
て
は
､
橋
本
寿
朗

｢書
評

桶
川
武
郎
著

『日
本
電
力
業
の
発

展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』
｣
東
京
大
学

『経
済
学
論
集
』
第
六
二
巻
第
三
号
､

一
九
九
六
年
､
参
照
｡

論

(
10
)

厳
密
に
言
え
ば
,
表
2
と
表
3
か
ら
は
､

一
九
五

一
年
に
実
施
さ
れ
た
九

電
力
会
社
い
っ
せ
い
の
電
気
料
金
値
上
げ
の
影
響
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
｡
こ
れ
は
､
東
京
電
力
の
電
灯
総
合
単
価
に
つ
い
て
も
､
九
電
力
会
社

の
電
力
総
合
単
価
に
つ
い
て
も
､
当
然
の
こ
と
な
が
ら
､
会
社
が
設
立
さ
れ

た
五

一
年
度
以
降
の
デ
ー
タ
し
か
把
握
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

(ll
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』

八

一
八
-

八

一
九
頁
､
前
掲

『中
部
地
方
電
気
事
業
史
』
下
巻

一
六
三
頁
'

前
掲

『北

陸
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』
六
〇
五
-
六
〇
六
､
六
三
五
-
六
四
五
頁
'
前

掲

『北
陸
電
力
五
十
年
史
』
三
〇
-
三
二
頁
､
前
掲

『北
の
あ
か
り
を
灯
し

続
け
て

北
海
道
電
力
五
十
年
の
歩
み
』

一
二
六
-

二

一八
頁
､
前
掲

『関

東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』
七
〇
八
-
七
〇
九
､
八
〇
O
-
八
〇
二
'
八

五
九
頁
な
ど
参
照
C

(1
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
表
2
と
表
3
の

｢
1
九
三
g
]-
三
六
年
平
均
-
五

一
年
｣
の
部
分
参
照
｡

(
13
)

表
6
か
ら
は
'

一
九
七
三
年
度
未
の
時
点
で
､
北
海
道
電
力
を
除
く
電
力

八
社
の
汽
力
発
電
用
燃
料
が
油
主
炭
従
化
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

(
E
)

石
井
晋

｢電
力
業
の
資
金

･
投
資
調
整
｣
(岡
崎
哲
二

･
奥
野
正
寛
･

楓

田
和
男

･
石
井
晋

･
堀
宣
昭

『戦
後
日
本
の
資
金
配
分
』
東
京
大
学
出
版
会
'

二
〇
〇
二
年
)
は
､
橋
川
前
掲

『日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』

に
対
し
て
､
｢戦
後
の
電
力
業
の

『資
金
調
達
が
順
調
に
進
展
し
た
』
と
述

べ
て
い
る
が

(二
八
七
1

二
八
八
頁
)
'
実
際
に
は
､
(中
略
)
資
金
調
達
は

し
ば
し
ば
国
難
に
直
面
し
た
｣
(
1
九
六
頁
)
､
と
批
判
し
て
い
る
｡
し
か
し
､

橘
川
前
掲
書
の
二
八
七
1

二
八
八
頁
に
は
'
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
o
石

井
が
問
題
に
し
た
か
っ
た
の
は
'
橘
川
前
掲
書
の
二
七
四
頁
に
あ
る
､
｢高

度
経
済
成
長
期
に
九
電
力
会
社
の
電
源
開
発
が
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
の
は
'

資
金
調
達
が
順
調
に
進
展
し
た
か
ら
で
あ

っ
た
｡
こ
の
時
期
に
は
､
減
価
償

却
の
拡
充
を
反
映
し
て
､
総
工
事
資
金
に
占
め
る
自
己
資
金
の
比
率
が
上
昇

し
た
｡
そ
の
比
率
を
九
電
力
全
体
に
つ
い
て
み
る
と
､

一
九
五

一
-
五
五
年

に
は
三
七

二
ハ
%
だ

っ
た
も
の
が
､
五
六
-
六
〇
年
に
は
四
〇

二
二
%
､
六

一
-
六
五
年
に
は
六
六

二
二
%
､
六
六
-
七
〇
年
に
は
六
七

･
五
%
と
推
移

し
た
｣
､
と
い
う
記
述
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
し
､
こ
こ
で
橘
川
前
掲
書
が
指
摘

●

し
て
い
る
の
は
'
高
度
経
済
成
長
期
に
九
電
力
会
社
の

｢資
金
調
達
が
順
調

に
進
展
し
た
｣

こ
と
で
あ

っ
て
､
石
井
が
不
注
意
に
も
誤
解
し
た
よ
う
に
､

◆
■
■

▲

戟
後
全
般
に
わ
た
っ
て

｢資
金
調
達
が
順
調
に
進
展
し
た
｣
こ
と
で
は
な
い
｡

し
か
も
､
五
六
-
六
四
年
に
九
電
力
会
社
の
資
金
調
達
に
お
い
て
内
部
留
保

の
ウ
エ
イ
ト
が
趨
勢
的
に
増
大
し
た
こ
と
は
'
石
井
前
掲
論
文
中
の
図
七
-

四

(二
〇
八
頁
)
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
総
合
的
に
み
れ
ば
､

｢減
価
償
却
の
拡
充
を
反
映
し
て
'
総
工
事
資
金
に
占
め
る
自
己
資
金
の
比

率
が
上
昇
し
た
｣
事
実
が
存
在
す
る
以
上
､
高
度
経
済
成
長
期
に
九
電
力
会

社
の

｢資
金
調
達
が
順
調
に
進
展
し
た
｣
と
評
価
す
る
こ
と
は
､
妥
当
で
あ

ろ
､つ
｡

(
15
)

l
九
五

一
-
七
三
年
の
時
期
に
行
政
当
局

･
九
電
力
会
社
間
に
距
離
が
存

在
し
た
こ
と
は
､
両
者
が
い
-
つ
か
の
局
面
で
協
調
し
た
こ
と
を
全
面
的
に

否
定
す
る
も
の
で
な
い
｡
こ
の
時
期
に
も
､

一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
け
る

電
力
向
け
の
政
策
金
融
､
原
子
力
発
電
の
導
入
､
火
力
発
電
機
器
の

｢
言
万

機
輸
入
'
二
号
械
国
産
化
｣
な
ど
に
つ
い
て
､
九
電
力
会
社
は
､
行
政
当
局

と
連
携
し
て
行
動
し
た
｡
た
だ
し
､
以
下
の
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
､

｢行
政
当
局
と

〓
疋
の
距
離
を
お
い
て
事
業
活
動
を
展
開
し
た
｣
点
が
'
七

四
-
九
四
年
の
時
期
に
は
み
ら
れ
な
い
､
五

一
-
七
三
年
の
時
期
に
お
け
る

九
電
力
会
社
の
経
営
行
動
の
特
徴
で
あ

っ
た
こ
と
は
､
間
違
い
な
い
｡

(
16
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
古
川
清
明

『新
鋭
火
力
の
序
章
-
九
州
電
力
苅
田

発
電
所
建
設

-
』
新
鋭
火
力
の
序
章
刊
行
会
､

一
九
八

一
年
'
七
五
頁
参
照
｡

(17
)

通
商
産
業
省
碍

『通
商
産
業
省
年
報
』
(昭
和
二
九
年
度
)
､

T
九
五
五
年
'

22
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一
七

〇
頁
｡

(18
)

前
掲

『通
商
産
業
省
年
報
』
(昭
和
二
九
年
度
)

一
七
〇
頁
参
照
｡

(19
)

例
え
ば
､
東
京
電
力
は
'

一
九
六
三
年
度
か
ら
六
八
年
度
に
か
け
て
'
毎

年
'
｢全
国
出
炭
量
の

一
〇
%
強
に
あ
た
る
五
〇
〇
万
-
以
上
の
石
炭
を

一

社
で
引
き
取
-
'
国
内
産
石
炭
の
最
大
の
需
要
者
と
し
て
石
炭
産
業
の
秩
序

あ
る
縮
小
に
大
き
-
寄
与
し
た
｣
(前
掲

『関
東
の
電
気
草
炭
と
東
京
電

力
』
八
六
九
頁
)0

(20
)

こ
の
点
が
最
も
顕
著
で
あ

っ
た
の
は
､
北
海
道
電
力
の
ケ
ー
ス
で
あ

っ
た

(前
掲

『北
の
あ
か
-
を
灯
し
続
け
て

北
海
道
電
力
五
十
年
の
歩
み
』

一

二
六
I

〓
1

八
､

1
人
ニ
ー

一
八
E
l､
二
二

1
'
二
五
八
頁
参
照
)
.

(21
)

旧
電
気
事
業
法
は
､
公
益
事
業
令
の
施
行
に
と
も
な
い
､

一
九
五
〇
年

l

二
月
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
｡

(2
)

電
気
事
業
再
々
編
成
問
題
と
は
､

l
九
五
七
年
の
東
北
電
力
と
北
陸
電
力

の
電
気
料
金
値
上
げ
を
契
機
に
し
て
､
九
電
力
体
制
の
根
本
的
見
直
し
を
め

ざ
す
動
き
が
強
ま

っ
た
こ
と
を
さ
す
｡
こ
の
間
題
に
つ
い
て
詳
し
く
は
､
橘

川
前
掲

『日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ
門
』
四

1
五
I
E
]l
l七
頁
参

ガロ:､O
E=
:

(23
)

電
力
政
策
研
究
全
編

『電
気
事
業
法
制
史
』

電
力
新
報
社
'

一
九
六
五
年
､

四
七
二
頁
参
照
｡

(24
)

こ
の
点
に
関
連
し
て
､

一
九
五
九
年
か
ら
八
三
年
に
か
け
て
関
西
電
力
の

社
長
'
会
長
を
つ
と
め
た
芦
原
義
重
は
､
電
気
事
業
再
編
成
後
の
九
電
力
会

社
間
の
競
争
に
つ
い
て
､
｢完
全
に
自
由
に
し
た
場
合
､

l
地
域
で
二
つ
の

会
社
が
で
き
て
し
ま

っ
て
は
､
道
路
の
両
側
に
別
別
の
電
柱
を
建
て
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
非
常
に
無
駄
が
多
い
｡
そ
れ
で
コ
ス
ト
が
高
く
な

っ
て
は
､
国
民
も
非
常
に
損
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
｡
だ
か
ら

自
由
主
義
で
い
っ
て
､
し
か
も
効
率
経
営
を
や
ら
せ
る
た
め
に
は
､
や
は
り

地
域
独
占
に
す
る
よ
-
仕
方
が
な
い
｡
た
だ
地
域
独
占
と
は
い
っ
て
も
､
全

国
で
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
規
模
の
会
社
が
い
く
つ
か
あ
れ
ば
､
サ
ー
ビ
ス

の
点
な
ど
で
競
争
す
る
こ
と
に
な
-
ま
す
か
ら
､
競
争
原
理
は
必
ず
残
る
｡

そ
う
し
て
地
域
独
占
の
代
償
と
し
て
､
政
府
が
料
金
の
認
可
と
か
い
ろ
い
ろ

な
規
制
を
加
え
て
い
-
'
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
｣
(由
井
常

彦
編

『芦
原
義
重
-

回
顧
と
展
望
､
憂
楽
五
十
年
』
日
本
経
営
史
研
究
所
'

一
九
七
八
年
､
七

一
頁
)
､
と
述
べ
て
い
る
｡

(25
)

北
海
道
電
力
が

一
九
五
四
年
か
ら
七
四
年
ま
で
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
電

気
料
金
を
据
え
置
-
こ
と
が
で
き
た
の
は
､
炭
価
調
整
金
の
支
給
や
辺
地
に

お
け
る
共
同
自
家
用
電
気
施
設
の
発
達
な
ど
､
固
有
の
要
因
が
作
用
し
た
か

ら
で
あ
っ
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『北
の
あ
か
り
を
灯
し
続
け
て

北
海
道
電
力
五
十
年
の
歩
み
』

一
二
六
-

一
二
八
頁
参
照
｡

(2
)

1
九
五
〇
-
六
〇
年
代
に
お
け
る
九
電
力
会
社
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
面
で

の
企
業
間
格
差
に
つ
い
て
は
､
減
価
償
却
率
の
実
施
状
況
を
示
し
た
表
7
が
～

そ
の
実
態
を
伝
え
て
い
る

(同
表
で
は
定
率
減
価
償
却
の
達
成
率
が
高
い
ほ

ど
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
)｡
こ
の
表
か
ら
､

一
九
五
五
-
七

〇
年
の
時
期
に
最
も
良
好
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
現
し
た

の
は
関
西
電
力
で
あ
り
中
国
電
力
と
四
国
電
力

･
東
京
電
力
が
そ
れ
に
続
い

た
こ
と
'
こ
れ
ら
四
社
を
追
っ
た
の
は
北
海
道
電
力

･
九
州
電
力

･
中
部
電

力
で
あ

っ
た
こ
と
､
東
北
電
力
と
北
陸
電
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
相
対
的

に
低
位
で
あ
-
と
-
に
北
陸
電
力
の
場
合
に
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た

こ
と
､
な
ど
が
判
明
す
る
｡

(27
)

東
京
電
力
の

｢経
営
刷
新
方
策
｣
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『関
東
の
電
気
事

業
と
東
京
電
力
』
八

一
〇
-
八

一
三
頁
参
照
｡

(28
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
橋
川
前
掲

『日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
ヱ

門
』
二
七

一
頁
､
前
掲

『関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』
八
〇
三
-
八
〇

四
頁
参
照
｡

(29
)

由
井
編
前
掲

『芦
原
義
重
1

回
顧
と
展
望
'
憂
楽
五
十
年
』

一
二

一
-

一

二
二
頁
｡

(30
)

関
西
電
力
は

1
九
七

〇
年

1
1
月
に
美
浜
原
子
力
発
電
所
を
､
東
京
電
力

23



論 文

は
七

一
年
三
月
に
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
を
､
そ
れ
ぞ
れ
運
転
開
始
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
'
原
子
力
発
電
の
事
業
化
を
達
成
し
た
｡

(31
)

東
京
電
力
株
式
会
社

『東
京
電
力
三
十
年
史
』
､

一
九
八
三
年
､
五
六

一

頁
Q

(32
)

関
西
電
力
株
式
会
社

『関
西
電
力
二
十
五
年
史
』
'

一
九
七
八
年
'
三

一

九
頁
｡

(33
)

差
別
化
競
争
と
同
質
的
競
争
に
つ
い
て
は
､
宇
田
川
勝

･
新
宅
純
二
郎

｢な
ぜ
､
い
ま
企
業
間
競
争
な
の
か
｣
(宇
田
川
勝

･
橋
川
武
郎

･
新
宅
純
二

郎
編

『日
本
の
企
業
間
競
争
』
有
斐
閣
､
二
〇
〇
〇
年
)

二

一-

一
三
頁
参

照

｡

(3
)

こ
■
の
点
は
'
長
谷
川
信
が
経
営
史
学
会
第
三
十
七
回
全
国
大
会
で
の
コ
メ

ン
ト
で
指
摘
し
た
九
電
力
体
制
の
自
己
拘
束
性
と
い
う
論
点
と
か
か
わ
る
可

能
性
が
あ
る
｡

(35
)

こ
の
結
果
､
発
足
時
に
は
事
実
上
水
力
発
電
の
み
に
特
化
し
て
い
た
東
北

電
力
や
北
陸
電
力
も
'
火
力
発
電
へ
の
依
存
度
を
大
幅
に
高
め
た
｡
こ
の
う

ち
北
陸
電
力
が
火
力
開
発
を
重
視
す
る
に
い
た
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
､
前

掲

『北
陸
電
力
五
十
年
史
』
二
四
-
二
九
頁
参
照
｡

(36
)

北
海
道
電
力
も
ま
た
､

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
火
力
発
電
用
燃
料
の
石
炭

か
ら
石
油
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
た
｡
し
か
し
､
同
社
が
そ
れ
を
十
分
に
実
現

で
き
な
か
っ
た
の
は
､
産
炭
地
に
立
地
し
た
た
め
石
炭
の
政
策
的
引
取
り
の

圧
力
が
他
の
電
力
会
社
の
場
合
よ
り
大
き
か
っ
た
こ
と
､
日
本
に
お
け
る
石

炭
生
産
の
中
心
が
九
州
か
ら
北
海
道
へ
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
'
石
油

火
力
開
発
の
切
り
札
と
位
置
づ
け
た
伊
達
火
力
発
電
所
の
運
転
開
始
が
強
い

反
対
運
動
に
あ
っ
て
石
油
危
機
後
の

一
九
七
八
年
に
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
､

な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
前
掲

『北
の
あ
か
り

を
灯
し
続
け
て

北
海
道
電
力
五
十
年
の
歩
み
』

一
二
六
-

一
二
八
､

一
八

二
1

1
八
四
頁
参
照
o

(37
)

関
西
電
力
に
よ
る
黒
部
川
第
四
発
電
所
の
建
設
プ
ロ
セ
ス
が
､
石
原
裕
次

郎
が
主
演
す
る
映
画

『黒
部
の
太
陽
』
(三
船
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

･
石
原
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
制
作
'
日
活
配
給
､

一
九
六
八
年
二
月
公
開
)
の
題
材
に
な

っ
た
こ
と
は
､
土

の
こ
と
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ

っ
た
｡
な
お
､
高
度
経

済
成
長
期
に
お
け
る
関
西
電
力
の
活
力
あ
る
経
営
行
動
に
つ
い
て
は
､
経
営

史
学
会
第
三
十
七
回
全
国
大
会
で
沢
井
実
が
詳
細
な
報
告
を
行
っ
た
｡

(38
)

紙
幅
の
制
約
上
､
本
稿
で
は
詳
し
-
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
'
送

配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
は
'
電
源
の
開
発
と
と
も
に
九
電
力
会
社
が

一

貫
し
て
取
-
組
ん
だ
､
経
営
上
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
｡
例
え
ば
､

一
九
六

〇
年
代
-
七
〇
年
代
初
頭
の
東
京
電
力
に
つ
い
て
み
れ
ば
'
五
〇
万
Ⅴ
送
電

の
開
始
'
二
七
万
五
〇
〇
〇
Ⅴ
地
中
系
統
の
都
内
導
入
'
ミ
ニ
ク
ラ
ッ
ド

(縮
小
型
開
閉
装
置
)
の
開
発
'
変
電
所
の
自
動
化
'
二
万
二
〇
〇
〇
Ⅴ
配

電
の
導
入
､
六
六
〇
〇
Ⅴ
配
電
の
大
容
量
化
な
ど
を
､
積
極
的
に
推
進
し
た
｡

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』
八
三
六
-

八
四
五
頁
参
照
｡

(39
)
そ
の
間
､
第
二
次
石
油
危
機
の
直
前
の

一
九
七
八
年

(
一
〇
月
)
に
は
'

円
高
差
益
還
元
の

一
環
と
し
て
'
北
海
道
電
力
を
除
-
八
電
力
会
社
が
電
気

科
金
を
暫
定
的
に
引
き
下
げ
た
が
'
そ
の
影
響
は
僅
少
で
あ
っ
た
｡

(40
)
経
済
企
画
庁
鯖

『経
済
白
書
』
(平
成
元
年
版
)
､

一
九
八
九
年
､
四
五
四

頁
参
照
｡
な
お
､
経
営
史
学
会
第
三
十
七
回
全
国
大
会
に
お
い
て
も
'
和
田

一
夫
が
'
コ
メ
ン
ト
の
な
か
で
､
日
本
の
電
気
料
金
水
準
が
国
際
的
に
み
て

割
高
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
｡

(
41
こ

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』
七
九

1
-

七
九
三
頁
'
前
掲

『中
部
地
方
電
気
事
業
史
』
下
巻
二
四
二
-
二
四
三
頁
､

前
掲

『北
陸
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』
六
六
七
頁
'
前
掲

『北
陸
電
力
五
十

年
史
』
四
六
-
四
八
頁
､
前
掲

『北
の
あ
か
り
を
灯
し
続
け
て

北
海
道
電

力
五
十
年
の
歩
み
』

1
八
三
-
一
八
四
頁
､
前
掲

『関
東
の
電
気
事
業
と
東

京
電
力
』
八
九
〇
､
九
四
八
-
九
五
〇
頁
な
ど
参
照
｡

(
42
)

目
標
値
に
対
す
る
実
績
値
の
比
率
､
つ
ま
-
達
成
率
は
'
九
電
力
会
社
平
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均
で
'

1
九
七

7
年
度
か
ら
八
五
年
度
に
か
け
て
､
年
度
ご
と
に
八
七
%
､

三
二
%
'
四
五
%
'
五
三
%
､
六
五
%
'
七
七
%
'
五
〇
%
､
八
四
%
､
二

四
%
､
九
三
%
'
七
〇
%
､
九
六
%
､
六
四
%
'
七
五
%
､

一
一
%
､
と
推

移
し
た

(通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
公
益
事
業
部
編

『昭
和
五
二
年

度

電
源
開
発
の
概
要
』
'

1
九
七
七
年
'
同

『昭
和
六

1
年
度

電
源
開

発
の
概
要
』1､

一
九
八
六
年
'
よ
-
算
出
)｡
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
'

前
掲

『関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』
八
八
八
頁
参
照
｡

(g
)

日
本
に
お
け
る
原
子
力
発
電
の
推
移
に
つ
い
で
は
､
経
営
史
学
会
第
三
十

七
回
全
国
大
会
で
鈴
木
達
治
郎
が
詳
細
な
報
告
を
行
っ
た
｡

(44
)

1
方
､
L
N
G
火
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
､
今
日
で
も
九
電
力
会
社
の
う

ち
三
社

(北
海
道
電
力

･
北
陸
電
力

･
四
国
電
力
)
が
､
そ
れ
を
保
有
し
て

い
な

い
｡

(45
)

表
5
が
示
す
よ
う
に
､

一
九
七
三
年
度
末
に
は
九
電
力
会
社
中
三
社
の
み

が
原
子
力
発
電
所
を
保
有
し
て
い
た
が
'
九
四
年
度
未
に
は
九
社
す
べ
て
が

原
子
力
発
電
所
を
保
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
｡

(3
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
橘
川
武
郎

｢
G
A
T
S
･電
力
自
由
化
と
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
｣
『日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
』
第

二

号
'
二
〇
〇

二
年
､
参
照
｡
な
お
､
北
陸
電
力
が
石
油
危
機
後
の
経
営
危
機
を
原
子
力
発

電
所
な
し
で
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
自
己
認
識
を
も

っ
て
い
る

(前
掲

『北
陸
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』
六
五
七
頁
参
照
)
の
は
､
興
味
深

ゝ
0

ト∨

(47
こ

1
九
七
六
年
六
､
八
月
の
料
金
改
定
お
よ
び
八
〇
年
二
'
四
月
の
料
金
改

定
に
つ
い
て
も
､
そ
れ
ぞ
れ
二
カ
月
の
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
t
は
ほ
い
っ
せ

い
の
料
金
値
上
げ
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
C

(
48
)
･
九
電
力
会
社
に
対
し
て
､
｢役
所
の
よ
う
な
存
在
だ
｣
と
い
う
風
評
が
広

が
っ
.た
の
は
､
石
油
危
機
後
の
こ
と
で
あ
る
｡

(鯛
)

電
力
自
由
化
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『北
陸
電
力
五
十
年
史
』
六

1
頁
､
前

掲

『関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』
九
七
九
-
九
八
〇
､

一
〇
二
七
-

一

〇
二
八
頁
な
ど
参
照
｡

(
50
)

戦
前

(厳
密
に
は

一
九
三

一
年
ま
で
)
の
日
本
で
は
電
力
会
社
間
で
激
し

い
競
争
が
展
開
さ
れ
た
か
ら
'
歴
史
的
観
点
に
立
て
ば
'

一
九
九
五
年
の
改

正
電
気
事
業
法
の
ね
ら
い
は
競
争
原
理
の

｢再
導
入
｣
に
あ
っ
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
｡

(
51
)

一
九
九
八
年
度
に
お
け
る
東
京
電
力
の
販
売
電
力
量
の
実
績
値
を
も
と
に

算
出
し
た
数
値
で
あ
る
｡

(
5
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『北
陸
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』
七

1
九
-

七
二
〇
'
七
二
人
-
七
二
九
頁
､
前
掲

『北
陸
電
力
五
十
年
史
』
五
七
-
五

八
'
六

一
-
六
二
頁
､
前
掲

『北
の
あ
か
り
を
灯
し
続
け
て

北
海
道
電
力

五
十
年
の
歩
み
』
二
五
八
-

二
五
九
頁
､
前
掲

『関
東
の
電
気
事
業
と
東
京

電
力
』
九
七
八
-
九
七
九
､

一
〇
二

一
-

一
〇
二
二
頁
な
ど
参
照
｡

(53
)

前
掲

『関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』
九
八
八
頁
参
照
｡

(54
)

前
掲

『北
陸
電
力
五
十
年
史
』
六
四
頁
参
照
｡

(EE3)

北
海
道
電
力
が

｢ド
リ
ー
ム
八
｣
を
本
格
的
に
実
施
し
た
の
は
'

1
九
九

二
年
の
こ
と
で
あ
る
｡
九
九
年
度
に
お
け
る
時
間
帯
別
電
灯
料
金
制
度
の
普

及
率

(電
灯
使
用
電
力
量
全
体
に
占
め
る
同
制
度
対
象
の
電
灯
使
用
電
力
量

の
比
率
)
を
み
る
と
､
他
の
九
電
力
会
社

(沖
縄
電
力
を
含
む
)
の
平
均
が

二

･
五
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
､
北
海
道
電
力
の
場
合
は
七

･
六
%
に
達

し
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『北
の
あ
か
-
を
灯
し
続
け
て

北
海

道
電
力
五
十
年
の
歩
み
』
二
五
九
頁
参
照
｡

(56
)

経
営
史
学
会
第
三
十
七
回
全
国
大
会
で
宮
本
又
郎
は
､

1
九
九
〇
年
代
に

九
電
力
会
社
の
経
営
諸
指
標
が
分
散
傾
向
を
強
め
た
事
実
を
ヤ
ー
ド
ス
テ
ィ

ッ
ク
競
争
の
後
退
と
い
う
文
脈
で
と
ら
え
る
見
方
に
も
言
及
し
た
が
'
む
し

ろ
こ
の
事
実
は
､
ヤ
ー
ド
ス
テ
ィ
ッ
ク
競
争
と
は
異
な
る
'
つ
ま
り
､
同
質

的
競
争
と
は
異
な
る
'
新
た
な
差
別
化
競
争
の
始
ま
-
と
い
う
文
脈
で
と
ら

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(
57
)

し
か
し
'
電
力
自
由
化
が

㊤
(発
送
配
電

一
貫
経
営
)
や
㊤

(地
域
別
九
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論 文

分
割
)
の
根
本
的
な
再
検
討
に
立
ち
入
っ
た
場
合
で
も
､

○

(民
営
)
の
メ

リ
ッ
ト
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
点
で
は
､
電
気
事
業
再
編
成
と
同

一
の
原
理

に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
､
間
違
い
な
い
｡
電
気
事
業
再
編
成
と
電
力
自

･
由
化
と
の
歴
史
的
関
係
は
､
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
る
よ
う
に
'
後
者
が
前
者

を
全
否
定
す
る
と
い
っ
た
'
単
純
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
｡

(ES
)

こ
の
点

に

つ
い
て
詳
し
-
は
~

J.
N
cm
oto.
Y
I
N
ak
an
ish
i,
an
d
S
.

M
a
d
o
no
,

'▲s
ca
lc

E
con
o
m
ics

a
n
d
O
v
c
r･C
a
p
i
ta
tiz
a
tio
n

in
la
p
'qn
C
S
C

TI

E
Icctric
U
tilit
ie
s

,
in
ln
EernaEioJw
I
E
coJw
m
ic
R
eview
I
V
o
1.
3
4
.N
o
.
2
,

1993.p.
4
3
6
.
参
照
O

(59
)

中
西
康
夫

･
伊
藤
成
康

｢電
気
事
業
に
お
け
る
規
模
の
経
済
性
｣
『電
力

中
央
研
究
所
報
告
』

Y
八
七

〇
一
七
､

一
九
八
八
年
､
z
e
ヨ
○
[O
.
Z
a
l(a.

n
ish
il
an
d
M
ad
o
no
.
o

p
.
cit.,新
庄
浩
二

｢自
然
独
占
性
と
規
模
の
経
済

性
｣
植
草
益
編

『講
座

･
公
的
規
制
と
産
業

一

電
力
』

N
T
T
出
版
､

一

九
九
E
]年
､
渡
辺
尚
史

･
北
村
美
香

｢わ
が
国
電
気
事
業
の
垂
直
統
合
の
経

済
性
｣
『電
力
中
央
研
究
所
報
告
』

Y
九
三
〇
一
六
､

一
九
九
四
年
､
後
藤

美
香

･
末
書
俊
幸

｢我
が
国
電
気
事
業
の
規
模
の
経
済
性
｣
『公
益
事
業
研

究
』
第
五
〇
巻
第

一
号
､

一
九
九
八
年
､
渡
辺
尚
史

.
北
村
美
香

｢わ
が
国

電
気
事
業
の
長
期
費
用
構
造
の
分
析
｣
『電
力
中
央
研
究
所
報
告
』
Y
九
七

〇
一
六
､

一
九
九
八
年
'
桑
原
鉄
也

･
依
田
高
典

｢
日
本
電
力
産
業
の
パ
ネ

ル
デ
ー
タ
分
析
｣
『公
益
事
業
研
究
』
第
五
二
巻
第
二
号
､
二
〇
〇
〇
年
､

武
石
礼
司

｢電
力
産
業
の
将
来
像
｣
『E
cono
ヨ
ic

R
eく
iew』
二
〇
〇
t
年
七

月
号
'
参
照
｡

(60
)
渡
辺

･
北
村
前
掲

｢わ
が
国
電
気
事
業
の
長
期
費
用
構
造
の
分
析
｣
は
､

垂
直
統
合
の
経
済
性
が
九
電
力
会
社
の
う
ち
の

一
部
に
し
か
作
用
し
て
い
な

い
と
指
摘
し
て
い
る
が
､
渡
辺

･
北
村
両
氏
自
身
が
認
め
る

(…111
ノ
1V
頁
)

よ
う
に
'
こ
の
分
析
に
は
､
垂
直
分
割
し
た
場
合
と
し
な
い
場
合
と
で
資
本

ス
ト
ッ
ク
の
総
和
が
変
化
し
な
い
と
い
う
や
や
無
理
な
前
提
を
お
い
て
い
る

こ
と
､
夏
季
ピ
ー
ク
の
影
響
が
強
-
現
れ
る
時
期
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
､
な
ど
の
点
で
､
問
題
が
あ
る
｡

(61
)

モ
デ
ル
Ⅳ
に
関
し
て
は
､
垂
直
統
合
の
経
済
性
が
作
用
し
て
い
て
も
'
垂

直
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
送
配
電
各
部
門
の
効
率
が
著
し
-
向
上
し
､

そ
の
効
果
が
垂
直
統
合
の
経
済
性
を
上
回
る
見
込
み
が
成
り
立
つ
の
で
あ
れ

ば
'
適
切
な
モ
デ
ル
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
｡
た
だ
し
'
日
本
で
は
､
今
の

と
こ
ろ
'
こ
の
よ
う
な
見
込
み
は
成
立
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
｡

(62
)

日
本
の
電
力
自
由
化
が
図
1
の
モ
デ
ル
Ⅲ
の
道
を
た
ど
る
の
だ
と
す
れ
ば
'

そ
れ
は
､
電
力
小
売
の
完
全
自
由
化
と
発
送
配
電

一
貫
経
営
の
存
続
と
に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
自
由
化
方
式
に
､
近
い
も
の
と
な
る
で
あ

ろ
う
｡

(63
)

た
だ
し
､
五
十
ヘ
ル
ツ
と
六
十
ヘ
ル
ツ
と
い
う
東
日
本
と
西
日
本
で
の
周

波
数
の
相
違
､
北
海
道

･
本
州
間
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
間
送
電
連
系

の
容
量
面
で
の
限
界
な
ど
が
あ
り
､
九
電
力
各
社
間
の
市
場
争
奪
戦
も
､
全

面
的
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡

(64
)

こ
こ
で

｢既
存
の
九
電
力
体
制
は
大
き
-
変
容
す
る
で
あ
ろ
う
｣
と
述
べ

た
こ
と
の
理
由
の

一
端
は
､
｢九
電
力
会
社
相
互
の
市
場
争
奪
戟
｣
が
'
供

給
密
度
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
同

一
料
金
で
電
気
を
供
給
す
る
'
い
わ
ゆ
る

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
｣
に
変
化
を
も
た
ら
す
点
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
｡
｢
I
P
P
の
新
規
参
入
に
よ
る
競
争
激
化
｣
の
ケ
ー
ス
よ
-
も
'
｢九

電
力
会
社
相
互
の
市
場
争
奪
戦
｣
の
ケ
ー
ス
の
方
が
'
競
争
の
担
い
手

(九

電
力
会
社
)
が
給
電
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
や
給
電
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
み
て
､
｢安
定
的
な
電
気
供
給
｣
は
確
保
さ
れ
や
す
い
｡
し
か
し
､
｢九

電
力
会
社
相
互
の
市
場
争
奪
戦
｣
を
通
じ
て
よ
-

｢低
廉
な
電
気
供
給
｣

が

実
現
さ
れ
る
の
は
'
供
給
密
度
の
高
い
地
域
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
｡

電
力
自
由
化
は
､
別
の
角
度
か
ら
み
れ
ば
'
供
給
密
度
の
高
い
地
域
で

｢低

廉
な
電
気
供
給
｣
を
実
現
す
る
た
め
に
､
既
存
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

を
後
退
さ
せ
る
措
置
な
の
で
あ
る
｡

(65
)

東
京
電
力
も
､
電
力
自
由
化
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
い
る
｡
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』

一
〇
二
七

-

1
〇
二
八
頁
参
照
O

(66
)

典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
､

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
東
京
電
灯
の
経
営

の
行
詰
-
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
o
こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
橘
川
前
掲

『日
本
電
力
業
の
発
展
と
栓
永
安
左
ヱ
門
』
八
六
-
九
二
頁
参
照
｡

(67
)

九
電
力
会
社
の
う
ち
経
営
革
新
を
断
行
し
た
電
力
会
社
が
強
靭
な
総
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
企
業

(な
い
し
企
業
グ
ル
ー
プ
)
の
母
体
と
な
る
見
通
し
に
つ
い

て
は
､
橋
川
前
掲

｢
G
A
T
s
･
電
力
自
由
化
と
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
｣
参
照
｡

(68
)

一
九
九
五
年
以
降
の
東
京
電
力
に
よ
る
設
備
投
資
の
抑
制
に
つ
い
て
は
'

前
掲

『関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』

1
0
1
五
-

1
0
1
六
頁
参
照
O

(69
)
例
え
ば
'
伊
藤
成
康

｢公
的
規
制
の
意
義
と
問
題
｣
植
革
編
前
掲

『講

座

･
公
的
規
制
と
産
業

1

電
力
』

1
二
八
-

1
二
九
頁
参
照
O

(70
)

こ
の
ほ
か
'
九
電
力
各
社
は
､
発
送
配
電

一
貫
経
営
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
垂
直
統
合
の
経
済
性
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
､
各
部
門
の
効
率
的
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
証
明
す
る
た
め
､
会
計
面
で
の
情
報
公
開

を
徹
底
す
る
必
要
も
あ
る
｡
こ
の
点
は
､
経
営
史
学
会
第
三
十
七
回
全
国
大

会
で
統

一
論
題
の
報
告
を
行
っ
た
鈴
木
達
治
郎
の
指
摘
に
よ
る
｡

(71
)

九
電
力
各
社
は
､
今
こ
そ
､
三
つ
又
投
資
の
遂
行
に
大
企
業
の
存
在
意
義

を
見
出
し
た
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
議
論
に
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ
ろ
う

(こ
の

点

に

つ
い
て
は
､

c
handler,Jr..
A
lfr
ed
D
..
Scale
a
n
d

ScoP
er
T
he

D
y
n
a
m
ics
of

Jndu
s
tr
ial
C
aJ)iEalisln.
Th
e
B
e
lk
n
a
p
P
ress
o
f
H

ar
v

ard

U
n
ive
r

s
ity
P
ress.

Cam
br
i
d
g
e
.

M
a
ssac
h
u

se
t

ts,
a

n
d

L
o
n
d
o
n
.
E
n
g
･

tan.d91990妄
照
)

.

(望

｢九
電
力
体
制
の
発
展
的
解
消
｣
な
い
し

｢九
電
力
体
制
の
突
然
死
｣
の

ほ
か
に
も
､
｢九
電
力
体
制
の
現
状
維
持
｣
と
い
う
道
が
あ
-
え
な
い
わ
け

で
は
な
い
｡
し
か
し
'
｢九
電
力
体
制
の
現
状
維
持
｣
.は
問
題
の
先
延
ば
し

に
過
ぎ
ず
､
電
力
自
由
化
の
進
展
に
よ
っ
て
､
や
が
て
は
､
｢九
電
力
体
制

の
発
展
的
解
消
｣
か

｢九
電
力
体
制
の
突
然
死
｣
か
の
い
ず
れ
か
に
行
き
着

く
こ
と
に
な
ろ
う
｡

(73
)
注

(62
)
を
付
し
た
箇
所
の
本
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
､
日
本
の
電
力
自

由
化
の
あ
り
方
に
関
す
る
本
稿
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
､
図
1
の
モ
デ
ル
Ⅲ
の
道

を
選
択
す
る
こ
と
'
つ
ま
り
へ
そ
れ
が
'
｢電
力
小
売
の
完
全
自
由
化
と
発

送
配
電

1
貫
経
営
の
存
続
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
自
由
化

方
式
に
､
近
い
も
の
と
な
る
｣
こ
と
で
あ
っ
た

(筆
者
は
､
二
〇
〇
一
年

1

0
月
に
成
城
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
国
際
経
済
法
学
会
第
十

一
回
研
究
大

会
で
も
､
同
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た

[橘
川
前
掲

｢
G
A
T
s
･電
力

自
由
化
と
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
｣
参
照
]
)｡
本
稿
脱
稿
直
後
に
明
ら
か

に
な
っ
た
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
､
二
〇
〇
三
年
の
制
度
改
定
へ
向
け
て
二
〇

〇
二
年
中
に
も
正
式
発
表
さ
れ
る
電
力
自
由
化
の
基
本
方
針
は
､
ま
さ
に
こ

の
方
式

(モ
デ
ル
Ⅲ
)
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る

(例
え
ば
､

｢電
力
自
由
化

『発
送
電
』
組
織
分
離
せ
ず
｣
『朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
二
午

三
月
七
日
付
朝
刊
､
｢電
力

･
ガ
ス

小
売
全
面
自
由
化

へ
｣
『朝
日
新
聞
』

二
〇
〇
二
年
三
月
七
日
付
夕
刊
'
参
照
)0

(き
つ
か
わ

･
た
け
お

東
京
大
学
)
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